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はははじじじめめめににに
この説明書を読んで製品の運転方法や整備方
法を十分に理解してください。オペレータや周
囲の人の人身事故や製品の損傷を防ぐ上で大切
な情報が記載されています。製品の設計製造、
特に安全性には Toro 社において常に最大の注
意を払っておりますが、この製品を適切かつ安
全に使用するのはお客様の責任です。弊社Toro
のウェブサイトwww.Toro.com で製品・アクセ
サリ情報の閲覧、代理店についての情報閲覧、
お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、またToro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店また
はToro カスタマー・サービスにおたずねくださ
い。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル
番号とシリアル番号をお知らせください。図 1
にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘板の
取り付け位置を示します。

図図図 111

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 2を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号。

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要「重要」は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
不適切な使い方をしたり手入れを怠ったりする
と、人身事故につながります。事故を防止する
ため、以下に示す安全上の注意や安全注意標識
のついている遵守事項は必ずお守りください。
これは「注意」、「警告」、「危険」など、人
身の安全に関わる注意事項を示しています。こ
れらの注意を怠ると死亡事故などの重大な人身
事故が発生することがあります。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに

液液液剤剤剤散散散布布布シシシススステテテムムムををを搭搭搭載載載しししたたたワワワーーークククマママンンンははは
オオオフフフロロローーードドド専専専用用用車車車両両両でででああありりり、、、公公公道道道ややや高高高速速速道道道
路路路ををを走走走行行行ををを前前前提提提とととしししたたた設設設計計計製製製造造造ははは行行行っっっててておおお
りりりままませせせんんん。。。

Workman®Workman®Workman® ののの安安安全全全防防防災災災面面面にににつつついいいてててははは十十十分分分ななな配配配慮慮慮
のののもももとととににに設設設計計計ししし種種種々々々のののテテテススストトトををを経経経ててて製製製造造造ささされれれててて
おおおりりりままますすすががが、、、。。。安安安全全全ななな御御御使使使用用用のののたたためめめにににははは、、、機機機械械械
ややや装装装置置置ののの設設設計計計ややや構構構成成成だだだけけけでででなななくくく、、、そそそれれれらららののの運運運転転転
ややや整整整備備備、、、保保保管管管なななどどどののの取取取りりり扱扱扱いいいににに係係係わわわるるる人人人々々々ののの
知知知識識識、、、訓訓訓練練練ややや日日日常常常ののの意意意識識識ががが大大大変変変重重重要要要ででですすす。。。不不不
適適適切切切ななな使使使いいい方方方をををしししたたたりりり手手手入入入れれれををを怠怠怠っっったたたりりりすすするるる
ととと、、、人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががりりりままますすす。。。

本本本機機機はははオオオフフフ･･･ロロローーードドドでででののの使使使用用用ををを前前前提提提とととしししててて製製製造造造
ささされれれたたた作作作業業業用用用特特特殊殊殊車車車両両両でででああありりり、、、。。。通通通常常常ののの乗乗乗用用用
車車車やややトトトラララッッックククとととははは異異異なななるるる運運運転転転特特特性性性ををを有有有しししててておおお
りりりままますすすのののででで、、、十十十分分分ににに練練練習習習しししててて運運運転転転感感感覚覚覚ににに慣慣慣れれれ
てててくくくだだださささいいい。。。

ワワワーーークククマママンンンににに取取取りりり付付付けけけ可可可能能能なななアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトののの
すすすべべべてててにににつつついいいててて本本本書書書ででで解解解説説説すすするるるここことととはははででできききままませせせ
んんん。。。アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを取取取りりり付付付けけけててて使使使用用用すすするるるとととききき
にににははは、、、そそそののの装装装置置置のののオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルル
にににももも十十十分分分目目目ををを通通通しししてててくくくだだださささいいい。。。マママニニニュュュアアアルルルははは
必必必ずずずおおお読読読みみみくくくだだださささいいい。。。

人人人身身身事事事故故故防防防止止止のののたたためめめ、、、以以以下下下ののの注注注意意意事事事項項項ををを必必必ずずず
おおお守守守りりりくくくだだださささいいい。。。

管管管理理理者者者ののの責責責任任任
• オペレータに対して適切な訓練を行い、オ

ペレーターズマニュアル、エンジンマニュ
アル、および機体に貼付されているステッ
カーの内容を熟知させてください。

• 特殊な場所（例えば斜面）のための作業手
順や安全確認規則をきちんと作成し、全員
がそれを守って作業を行うよう徹底してく
ださい。スピードの出しすぎなどが懸念さ
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れる場合は、速度規制スイッチによりハイ
レンジの３速ギアを使用不能にしておくこ
とができます。

薬薬薬剤剤剤ののの安安安全全全管管管理理理

こここののの散散散布布布装装装置置置ででで取取取りりり扱扱扱ううう農農農薬薬薬ははは人人人体体体ややや動動動植植植
物物物、、、土土土壌壌壌なななどどどににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす可可可能能能性性性がががあああるるる
のののででで取取取りりり扱扱扱いいいにににははは十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

••• 自自自分分分自自自身身身ののの安安安全全全ををを守守守るるるたたためめめににに、、、農農農薬薬薬ををを取取取
りりり扱扱扱ううう前前前ににに、、、容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララベベベルルルややや
安安安全全全デデデーーータタタ･･･シシシーーートトトなななどどど取取取りりり扱扱扱いいい上上上ののの注注注
意意意をををよよよくくく読読読んんんででで理理理解解解ししし、、、薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの
指指指示示示ををを守守守るるる。。。たたたとととえええばばば、、、保保保護護護めめめがががねねね（（（ゴゴゴ
グググルルル）））、、、手手手袋袋袋なななどどど、、、薬薬薬剤剤剤とととののの接接接触触触ををを防防防止止止
ししし危危危険険険かかかららら身身身ををを守守守るるるここことととのののででできききるるる適適適切切切ななな
保保保護護護対対対策策策ををを講講講じじじるるる。。。

••• 散散散布布布すすするるる薬薬薬剤剤剤ははは一一一種種種類類類とととははは限限限らららななないいいののの
ででで、、、取取取りりり扱扱扱っっっててていいいるるるすすすべべべてててののの薬薬薬剤剤剤ににに関関関ししし
ててて注注注意意意事事事項項項ををを必必必ずずず確確確認認認すすするるる。。。

••• 上上上記記記安安安全全全確確確保保保ににに必必必要要要ななな情情情報報報ががが手手手ににに入入入ららら
ななないいい場場場合合合にににははは、、、こここののの装装装置置置ののの運運運転転転ををを拒拒拒否否否
すすするるるこここととと！！！

••• 散散散布布布装装装置置置ののの取取取りりり扱扱扱いいいををを開開開始始始すすするるるまままえええににに、、、
そそそののの装装装置置置ををを前前前回回回使使使用用用しししたたたあああとととににに薬薬薬剤剤剤メメメーーー
カカカーーーののの指指指示示示ににに従従従っっっててて333回回回のののすすすすすすぎぎぎ洗洗洗いいいややや
必必必要要要ななな中中中和和和処処処理理理ががが行行行わわわれれれたたたかかかををを確確確認認認すすす
るるるこここととと。。。

••• 十十十分分分ななな量量量ののの水水水ととと石石石鹸鹸鹸ををを身身身近近近ににに常常常備備備ししし、、、薬薬薬
剤剤剤ががが皮皮皮膚膚膚ににに直直直接接接触触触れれれたたた場場場合合合にににははは、、、直直直ちちち
ににに洗洗洗いいい流流流すすすこここととと。。。

• 薬剤の取り扱いに関する適切な教育訓練を
受けてください。

• 目的にあった適切な薬剤を使用してくださ
い。

• 薬剤を安全に使用するために、薬剤メーカー
の指示を必ず守ってください。

• 薬剤の取り扱いは換気のよい場所で行って
ください。

• 作業にあたっては保護めがね（ゴグル）な
ど、メーカーが指定する安全対策を必ず実
行してください。皮膚の露出をできるだけ
小さくしてください。

• いつでも、特に薬剤タンクに薬液を作ると
きに、真水を手元に用意してください。

• 薬剤を取り扱い中は、飲食や喫煙をしない
でください。

• 作業終了後は直ちに手足や露出部をよく
洗ってください。

• 使用しなかった薬液や薬剤容器は、メー
カーや地域の規則に従って適切に廃棄して
ください。

• 薬剤や薬剤からの蒸気は危険です。絶対に、
タンクの中に入ったり、頭を入れたり、タン
クの上に顔をさらしたりしないでください。

• 国や自治体の法律や規則を守って散布作業
を行ってください。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 本機をご使用になる前に必ずこのマニュア

ルをお読みになり､内容をよく理解してく
ださい｡

• 子供には絶絶絶対対対ににに運転させないでください。

• オペレーターズマニュアルをよく読んで理
解している方以外には絶絶絶対対対ににに運転させない
でください｡ 訓練を受け、許可されている
人以外には運転させないでください。肉体
的､ 精神的に十分な能力のない方には運転
させないでください｡

• 本機は運運運転転転手手手以外に、助手席に１１１名名名ののの乗乗乗員員員
を乗せることができます。これ以外の場所
には絶絶絶対対対ににに人を乗せないでください。

• アルコールや薬物を摂取した状態では絶絶絶対対対ににに
運転しないでください。医師の処方薬や市販
の風邪薬でも眠気を催すことがあります。

• 疲れているときには運転しないでください。
運転中も定期的に休憩を取ってください。
常に十分な注意力と集中力を発揮できるこ
とが非常に重要です。

• 操作方法をしっかり身につけ、緊急時にす
ぐにエンジンを停止できるようになってく
ださい。

• ガードなどの安全装置やステッカー類は必
ず所定の場所に取り付けて使用してくださ
い。安全カバーが破損したり、ステッカー
の字がよめなくなったりした場合には、機
械を使用する前に修理し、ステッカーは新
しいものに貼り換えてください。

• 作業には頑丈な靴を着用してください。サン
ダルやテニスシューズ、スニーカーでの作業
は避けてください。だぶついた衣類やアクセ
サリは機械にからみつく危険があり、人身事
故のもとですから着用しないでください。

• 安全メガネ、安全靴、長ズボンおよびヘ
ルメットの着用をおすすめします。地域に
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よってはこれらの着用が条例などで義務付
けられています。

• 作業区域には人、特に子供やペット、を近
づけないように注意してください。

• 人の近くで作業するときは十二分に注意を
払ってください。どの人がどこに人がいる
かを常に意識しながら運転してください。

• 作業前には、車体やアタッチメントの各部
を必ず点検してください。異常がある場合
は使用を中中中止止止しししてててくくくだだださささいいい。。。必ず、使用す
る前に修理や調整を行って問題を解決して
おいてください。

• ガソリンは引火性が非常に高いので、取り
扱いには十分注意してください。

– ガソリンは認可された容器に保管する。

– エンジン回転中や停止直後に燃料タンク
のふたを開けない。

– ガソリン取り扱い中は禁煙を厳守する。

– 給油は屋外で行い、給油の量はタンク
の首の根元より 25 mm程度下までとする
（首の部分まで燃料を入れない）。入れ
すぎないこと。

– こぼれたガソリンはふき取る。

• 燃料容器は必ず規格認可されている非金属製
のものを使用してください｡アースされてい
ない容器の場合、静電気による燃料蒸気への
着火の危険があります。容器に給油する時に
は燃料容器を荷台から地面に下ろし車体から
離して置いてください。また、ホースのノズ
ルを容器に接触させて給油してください。

• インタロック・システムは使用前に必ず点
検してください。スイッチの故障を発見し
たら必ず修理してから使用してください。

運運運転転転中中中ににに

エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススにににははは致致致死死死性性性ののの有有有毒毒毒物物物質質質
ででであああるるる一一一 酸酸酸化化化炭炭炭素素素ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

屋屋屋内内内ややや締締締めめめ切切切っっったたた場場場所所所ででではははエエエンンンジジジンンンををを運運運
転転転しししななないいいこここととと。。。

• 運転中は必ず全員が着席してください｡オ
ペレータは、可能な限り両手でハンドルを
握り、運転助手は必ず手すりを握ってくだ
さい。また、手足を車外に出さないようし
してください。荷台やアタッチメントの上
には絶対に人を乗せないでください。助手
席の人はブレーキや急ハンドルに無警戒で

あることが多いのでオペレータからの十分
な配慮が必要です。

• 頭上の危険物に注意し、低く垂れ下がった
木の枝、門、歩道橋などの下を通り抜ける
ときは安全を必ず確認してください。 ご自
身の頭部、ブームおよび車体各部をぶつけ
ないよう注意してください。

• エンジンを始動させるときには：

– 運転席に座り、駐車ブレーキが掛かって
いるのを確認する。

– PTO装備車ではPTO を解除、ハンドスロッ
トル装備車ではハンドスロットルをOFF
位置とする｡

– フトレバーをニュートラル位置とし、ク
ラッチを踏み込む。

– アクセルから足を離す。

– キーを Start 位置に回す。

• 運転には十分な注意が必要です｡安全への注
意がおろそかになると、転倒など思わぬ事故
となり、けがや死亡など重大な結果を招きま
す。運転は常に慎重に。転倒や暴走事故を防
止するために以下の点にご注意ください：

– バンカーや川、減速ランプ、不案内な
場所などでは必ず減速し、安全距離を取
り、十分な注意をはらう。

– 隠れた穴などの見えない障害に警戒を
怠らない。

– 急な斜面を走行する場合には安全に特に
注意する。斜面では通常はまっすぐに上
るか下るかする。小さな旋回をする時や
斜面で旋回を行う時には必ず減速する｡斜
面での旋回は可能な限り避ける。

– ぬれた場所、スピードが出ている時、満
載状態などでの運転には十二分の注意を
払う。満載状態では停止時間が長くなる
ことを忘れずに。斜面の上り下りに入る
前にシフトダウンしておくこと。

– 急停止や急発進をしないこと。後退から
前進、あるいは前進から後退への切り替
えは、完全に停止する。

– 急旋回など突然の操作は、その後の制
御が不安定になりやすく事故のもとであ
るから行わない。

– 交差点や曲がり角などの危険箇所で他の
車両の追い抜きをしない。

– 排水作業時には車両後方に誰もいない
ことを必ず確認する。人の足元に排水し
ないこと。
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– 無用の人間を近づけない。バックする際
には必ず後方を確認し、人がいないこと
を確かめる。後退時は速度を落とす。

– 道路付近で作業するときや道路を横断
するときは周囲の交通に注意する。歩行
者や他の車両に対し、常に道を譲る心掛
けをもつ。本機は行動や高速道路を走行
するための車両ではない。 右左折など
の進路表示は常に早めに行い、他車の注
意を喚起すること。その他交通ルールを
守って運転する。

– 爆発性のチリやガスが空気中に含まれて
いる所では絶対に運転しない。爆発性の
物質が空気中に存在する所では本機の電
気系統や排気系統からの火花が爆発を引
き起こす可能性がある。

– 安全に確信が持てない時は 作作作業業業ををを中中中止止止
して責任者に報告し、その指示に従う。

• 液剤散布システムを搭載したワークマンには
キャブを取り付けないでください。ワーク
マンのキャブは与圧型ではないのでキャブ
内の換気が不十分になる危険があります。
また、キャブを取り付けると、タンクに液
剤を満載すると過積載になります。

• エンジンの回転中や停止直後は、エンジン
本体、トランスアクスル、マフラー、排気
管などに触れると火傷の危険がありますか
ら手を触れないでください。

• 万一、車体が異常な振動をした場合は、直
ちに車両を停止させ、エンジンを止め、機
械の全動作が停止するのを待ち、それから
点検にかかってください。破損部は必ず修
理交換してから作業を再開してください｡

• 運転席を離れる前に：

– マシンの動作を完全に停止させる。

– エンジンを停止し、すべての動作の停
止を確認する。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– キーを抜き取る。

注注注 斜面で駐車する場合は輪止めを掛ける

ブブブレレレーーーキキキ操操操作作作
• 障害物に近づく前に十分減速してくださ

い。これにより、停止や回避のための余裕
が生まれます。 万一実際にぶつかれば、機
材を損傷してしまいます。 さらにはご自身
や周囲の人にけが等を負わせることにもな
りかねません。

• 停止や旋回は車両総重量と大きな関係があ
ります。 積載重量が大きいときには停止も

旋回も難しくなります。 積載重量が大きい
ほど停止に掛かる時間が長くなります。

• ターフも普通の路面も、ぬれているときに
は滑りやすくなります。停止距離も乾いて
いるときの2倍から4倍の長さが必要になり
ます。また深い水溜りに入ってブレーキが
ぬれると、乾燥するまでブレーキが利かな
くなります。水溜りを抜けたあとは速度を
落としてブレーキテストをしてください。
ブレーキが利かなくなっていたら、ブレー
キ・ペダルを軽く踏み込んだまま、しばらく
低速で運転しましょう。こうするとブレー
キが早く乾きます。

斜斜斜面面面やややラララフフフななな場場場所所所でででののの運運運転転転

斜面では転倒しやすくなる上、斜面を登りき
れないときにはエンジンが停止してしまう場
合もあります。 あわてると人身事故を起こす
危険があります。

• 下り坂で、特に荷を積んでいる場合には、
急加速や急ブレーキをしないでください。

• 急斜面では絶対に横切り走行を行わないでく
ださい。まっすぐ上るかまっすぐ下るか、
迂回するかしてください。

• 坂を登りきれないでエンストしたり、しそ
うになったりした時は､まず落ち着いてゆっ
くりとブレーキを踏み、必ずバックで､ ゆっ
くりと下がってください｡

• 斜面を走行しながらの旋回は危険です。斜
面でどうしても旋回しなければいけないと
きは、十分に減速し、慎重に操作してくだ
さい。絶対に急旋回や小さなターンをしな
いでください。

• 車両重量が大きいときは斜面での安定性が
悪くなります。斜面では車両をなるべく軽
くし、速度を落として運転してください。

• 斜面での停止、特に荷を積んだままでの停止
は避けてください。下り坂では平地に比べて
停止に長い距離が必要になります。どうし
ても斜面で停止しなければならない場合に
は、急停止による転倒の危険を避けるために
慎重に車両を制御してください。バックで
斜面を下っているときに急ブレーキを掛け
ると後ろに転倒する危険が高くなります。

• ラフ、凹凸のある場所、縁石の近く、穴の
近くなど路面が一定でない場所では必ず減
速してください。車体が揺れると重心が移
動し、運転が不安定になります。
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積積積荷荷荷

どのくらいの重量を積んでいるかで車両の重
心が変化し、ハンドリングも変わってきます。
暴走や人身事故を防止するために、以下の注
意をお守りください。

• 斜面や凹凸のある場所で作業をするときは、
車両をなるべく軽くして運転してください。

• 液剤はタンクの中で動いて重心を変化させ
ます。特に旋回中、斜面走行中や速度を急
に変化させた時、凹凸のある場所を走行し
ている時には、この現象が起こりやすくな
ります。重心の急変は転倒につながります
から十分注意してください。

• 重い積荷を積んで走行しているときには、
速度に注意し、常に安全な停止距離を確保
してください。急ブレーキは絶対につつし
みましょう。斜面ではより慎重な運転を心
がけましょう。

• 重い物を積んでいるときは停止距離が長く
なり転倒しやすくなっていることを忘れな
いでください。

保保保守守守
• 許可を受けた有資格者以外には保守、修

理、調整、点検などの作業をさせないでく
ださい。

• 整備・調整作業の前には､誤って他人がエン
ジンを始動することのないよう、必ずエン
ジンを停止し､駐車ブレーキを掛け、始動ス
イッチからキーを抜いておいてください｡

• ワークマンの荷台を上げる時やスプレーヤ
を取り外す時には、タンクを空にしてくだ
さい。

• 荷台を上げて整備をする時には必ずタンク
をプロップ･ロッドで支えてください。

• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検して
ください； 油圧を掛ける前に、油圧ライン
の接続やホースの状態を確認してください。

• 油圧のピンホール・リークからは作動油が
高圧で噴出していますから、手などを近づ
けないでください。リークの点検には新聞
紙やボール紙を使い、絶対に手を直接差し
入れたりしないでください。

高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身
体体体ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここしししままますすす。。。

万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたた場場場合合合ににに
ははは、、、こここののの種種種ののの労労労働働働災災災害害害ににに経経経験験験のののあああるるる施施施設設設ででで
数数数時時時間間間以以以内内内ににに外外外科科科手手手術術術ををを受受受けけけななないいいととと壊壊壊疽疽疽
ををを起起起こここしししままますすす。。。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエン
ジンを停止し、ダンプ･バルブを上昇から下
降に切り替えるか、タンクやアタッチメン
トを下降させてシステム内部の圧力を完全
に解放してください。タンクを上げた時に
は、必ず安全サポートで支えてください。

• ボルト、ナット、ネジ類は十分に締めつけ、
常に機械全体の安全を心掛けてください。

• 火災防止のため、エンジンの周囲に、余分
なグリス、草や木の葉、ホコリなどが溜ま
らないようご注意ください。

• エンジンを回転させながら調整を行わな
ければならない時は、手足や頭や衣服を可
動部に近づけないように十分ご注意くださ
い。また、無用の人間を近づけないように
してください｡

• ガバナの設定を変えてエンジンの回転数を
上げないでください。本機の場合の最高回
転数は3650 RPMです。Toro正規代理店でタコ
メータによるエンジン回転数検査を受け、
安全性と精度を確認しておきましょう。

• 大がかりな修理が必要になった時や補助が
必要な時は、Toro 正規代理店にご相談く
ださい。

• いつも最高の性能を維持するために、必ず
Toroの純正部品をご使用ください。他社の部
品やアクセサリを使用すると危険な場合が
あります。機体の改造を行うと、機械の挙
動や性能、耐久性などが変化し、そのため
に事故が起きる可能性があります。このよ
うな使い方をすると The Toro® Company の
製品保証が適用されなくなります。

• The Toro® Company の了承なく本機を改造し
ないでください。The Toro® Company に関
するご質問のあて先は以下の通りです：
Commercial Division, Vehicle Engineering
Dept., 300 West 82nd St., Bloomington,
Minnesota 55420–1196. USA

• 車両の整備に関しては該当車両のオペレー
ターズマニュアル に従ってください。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。読めなく
なったものは必ず新しいものに貼り替えてください。

107-8621107-8621107-8621

1. 撹拌 ON 3. 撹拌 OFF

2. 無段階調整

106-1425106-1425106-1425

1. 15A ヒューズ、フォーム･
マーカー

3. 15 A ヒューズ、右ブーム･ア
クチュエータ

2. 30A ヒューズ、左ブーム･ア
クチュエータ

4. 10A ヒューズ、散布システ
ム

93-668793-668793-6687

1. ここに乗らないこと。

93-668993-668993-6689

1. 警告： 人を乗せないこと。

106-5065106-5065106-5065

1. ON 3. OFF
2. タンク･ドレン

106-5016106-5016106-5016

1. 警告 － オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 感電危険 ― 頭上の電線に注意。

3. ブームが当たると危険 ― 周囲の人を十分に遠ざけること。

93-068893-068893-0688

1. 警告 ― オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 劇薬による火傷や吸入による危険 ― 手、皮膚、目、鼻の保
護をおこなうこと。

93-781493-781493-7814

1. ベルトに巻き込まれる危険： 可動部に近づかないこと。
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106-1354106-1354106-1354

1. 540 rpm

106-1355106-1355106-1355

1. 警告： タンクに入らないこと。

106-1365106-1365106-1365

1. タンクが落下して押しつぶされる危険： 人を近づけないこと；
オペレーターズマニュアルを読むこと。

106-1434106-1434106-1434

1. タンク･アセンブリが落下して押しつぶされる危険： 整備の前
にオペレーターズマニュアルを読むこと。

114-9576114-9576114-9576

1. 手を挟まれる危険： 蝶番部に手を近づけないこと

119-0651119-0651119-0651

1. 転倒して制御不能になる危険： 液剤を入れた状態でタンクを
上昇させないこと； タンクを上昇させたままで車両を走行さ
せないこと。タンクが空のとき以外はタンクを上昇させない
こと； 車両を走行させるときには必ずタンクを一番下の位置
まで降下させること。

108-3307108-3307108-3307
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108-3309108-3309108-3309

1. 総面積 8. 幅

2. ブーム選択 9. 走行距離

3. 速度 10. 速度の基本設定

4. 単位系 11. 区画別散布量

5. 単位を選択 12. 散布総量

6. 散布率 13. フローメータの基本設定

7. 区画別面積

107-2825107-2825107-2825

1. モニタ 6. 下げる 11. センター･ブーム 16. 手動
2. ON 7. ロック 12. 右ブーム 17. 左ブーム側泡マーカー
3. OFF 8. ロック解除 13. スプレー ON 18. 右ブーム側泡マーカー

4. 無段階調整, 散布水圧 9. マスター・ブーム・スプレー 14. スプレー OFF 19. ブーム下降

5. 上げる 10. 左ブーム 15. 自動 20. ブーム上昇
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

111 必要なパーツはありません。 – 荷台を取り外します。

222 必要なパーツはありません。 – Workman®側の準備を行います。

カバー・アセンブリ 1

ギア歯アセンブリ 1

ネジ (M6 x 1 in x 12) 1333
スプリング･ワッシャ (M6) 1

速度センサーを取り付けます。

444 必要なパーツはありません。 – PTOキットを取り付けます。（付属の 取り
付け要領書 を参照してください）。

ヒューズ・ブロック 1

ヒューズ (10 A) 1

サーマル･ブレーカ(30 A) 2

六角ネジ (#10-24 x 3/4 in) 1

プラス･ネジ (#10-24 x 3/4 in) 1

ロックナット (#10-24) 2

ワイヤ･ハーネス 1

スター･ワッシャ 1

結束ひも 8

555

ヒューズ用ステッカー 1

電気ハーネスを取り付けます。

ボルト (1/4 x 3/4 inch) 4

フランジ･ナット (1/4 インチ) 4

コントロール用マウント 1

ボルト (5/16 x 1 インチ) 4

ロックナット (5/16 インチ) 4

666

アダプタ・プレート 1

コントロール・ボックス用マウントを取り
付けます。

777 固定ブラケット 2 アタッチメント固定ブラケットを取り付け
ます。

ラジエター･カバー・アセンブリ 1
888 ボルト (1/4 x 3/4 inch) 4

ラジエター・カバーを取り付けます。

タンク台アセンブリ 1

クレビスピン 2

リンチ・ピン 4

ボルト (1/2 x 1-1/2 インチ) 2

ワッシャ (1/2 インチ) 4

999

ナット (1/2 インチ) 2

タンク台を取り付けます。

ノブ 1

Jクリップ 3

ボルト (1/4 x 3/4 inch) 1

フランジ･ナット (1/4 インチ) 1

スプレープロのステッカー（米国用） 1

101010

スプレープロのステッカー（CE用） 1

コントロール・ボックスを取り付けます。
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手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

中央ブーム･アセンブリ 1

ボルト (3/8 x 1-1/4 インチ) 10

ロックナット（(3/8 インチ)） 10

移動走行用ブーム･クレードル 2

ボルト（(1/2 x 1-1/4 インチ)） 4

フランジ･ナット（(1/2 インチ)） 4

左ブーム･エクステンション 1

111111

右ブーム･エクステンション 1

ブーム・アセンブリを取り付けます。

ホース･クランプ 3

R クランプ 2

ショルダ・ボルト 2

ワッシャ 2
121212

ナット 2

ブーム・ホースを取り付けます。

オペレーターズマニュアル 1

オペレータのためのトレーニング資料 1

パーツカタログ 1

登録カード 1

ノズル選択ガイド 1

141414

納品前検査証 1

実際に運転を始める前に、マニュアル
を読みトレーニング資料をご覧になって
ください。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

1
荷荷荷台台台ををを取取取りりり外外外すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. エンジンを掛ける。油圧昇降レバーで荷台
を降下させ、スロットの中でシリンダが遊
んでいる状態にする。昇降レバーから手を
離し、エンジンを停止する。

2. シリンダの外側端部からリンチピンを外す
(図 3)。

図図図 333

1. シリンダ･ロッドの端部 4. リンチ・ピン

2. 荷台取り付けプレート 5. 後ろのスロット（フルサイズ
荷台用）

3. クレビス・ピン 6. 前のスロット（2/3 荷台用）

3. シリンダロッドの端部を荷台取り付けプレー
トのスロットに固定しているクレビスピン
を外す(図 3)。

4. ピボット・ブラケットをフレームに固定
しているリンチピンとクレビスピンを外す
(図 4)。
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図図図 444

1. 荷台の左後ろ角 4. クレビス・ピン

2. 車体フレーム（チャネル鋼
材）

5. リンチ・ピン

3. ピボット・プレート

フフフルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ははは約約約 959595 kgkgkg ののの重重重量量量がががああありりり、、、
一一一人人人ででで作作作業業業すすするるるここことととははは不不不可可可能能能ででであああるるる。。。 フフフ
ルルルサササイイイズズズ荷荷荷台台台ははは約約約100100100 kgkgkg ののの重重重量量量がががああありりり、、、
一一一人人人ででで作作作業業業すすするるるここことととははは不不不可可可能能能。。。必必必ずずず222 人人人ままま
たたたははは333 人人人ののの救救救援援援ををを頼頼頼むむむかかかクククレレレーーーンンンででで作作作業業業ををを
行行行うううこここととと。。。

5. 荷台を外す。

6. シリンダを格納用クリップで固定する。油
圧昇降レバーを誤って操作しないように、
ロックしておく。

2
WorkmanWorkmanWorkman®®®側側側ののの準準準備備備

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

1. クレーンやホイストの使える安全な場所に
駐車する。

2. エンジンを止め、キーを抜き取る。

3. バッテリーのマイナス端子部で配線ケーブ
ルを外す。

注注注 この後に電気系統の配線を行うための安全
確保です。

3
速速速度度度セセセンンンサササーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる
（（（WorkmanWorkmanWorkman®®® 3000,3000,3000, 400040004000 シシシリリリーーーズズズ
のののみみみ）））

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 カバー・アセンブリ

1 ギア歯アセンブリ

1 ネジ (M6 x 1 in x 12)

1 スプリング･ワッシャ (M6)

手手手順順順

この手順は、シリアル番号 289999999 以前の
ワークマン HD シリーズに適用します。

重重重要要要 速速速度度度セセセンンンサササーーーののの取取取りりり付付付けけけははは、、、PTOPTOPTO キキキッッットトトよよよ
りりりももも先先先ににに行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。既既既にににPTOPTOPTO キキキッッットトトががが取取取
りりり付付付けけけららられれれててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、一一一旦旦旦取取取りりり外外外しししててて作作作
業業業すすするるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。そそそののの場場場合合合、、、PTOPTOPTO キキキッッットトト
ののの取取取りりり付付付けけけ要要要領領領書書書ををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. トランスアクスル・ハウジング上部のカバー
の固定ネジ４本を外す(図 5)。マフラのブラ
ケットを外す。

図図図 555

1. カバー 3. トランスアクスル･ハウジン
グ

2. ボルト 4. マフラー･ブラケット

2. 新しいカバー・アセンブリをトランスアク
スルに取り付ける前にRTV シール剤を塗布
する。

3. 新しいカバー・アセンブリをトランスアク
スルに取り付ける。取り付けには1 (図 6)で
取り外した固定ネジ４本を使う。シールが

13

 



上向きで車両の左側にあるのが正しい向き
である。

図図図 666

1. カバー 4. ギア歯センサー

2. ネジ (M6 x 1.00 x 12) 5. シール

3. スプリング･ワッシャ (M6) 6. 車両前方

4. ネジM6 × 1.00 × 12 とスプリング・ワッ
シャM6 を使って図 6のようにギア歯セン
サーを取り付ける。

5. 新しいカバー･アセンブリの上からマフラ･
アセンブリを取り付ける。

4
PTOPTOPTO キキキッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる
（（（WorkmanWorkmanWorkman®®® 3000,3000,3000, 400040004000 シシシリリリーーーズズズ
のののみみみ）））

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

PTO キットを取り付ける場合には、この時点で
200ガロン液剤散布システムの組み立てを一時
中止します。詳細は付属の取り付け要領書を参
照してください。

取り付けが完了したら、これ以降のステップに
進んでください。

5
電電電気気気ハハハーーーネネネスススををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ヒューズ・ブロック

1 ヒューズ (10 A)

2 サーマル･ブレーカ(30 A)

1 六角ネジ (#10-24 x 3/4 in)

1 プラス･ネジ (#10-24 x 3/4 in)

2 ロックナット (#10-24)

1 ワイヤ･ハーネス

1 スター･ワッシャ

8 結束ひも

1 ヒューズ用ステッカー

WorkmanWorkmanWorkman®®® 3000,3000,3000, 400040004000 シシシリリリーーーズズズ用用用

1. 車両の前フードをフレームに固定している
ネジを外す。ヘッドライトに接続している
ワイヤ･ハーネスを外す。配線接続ができる
ように、フードを外す。

2. 付属部品の中から、ワイヤ･ハーネスと
ヒューズ･ブロックを探し出す。

3. 既存のヒューズ･ブロックからネジ2本を外
し、このヒューズ･ブロックについている溝
に新しいヒューズ･ブロックをセットする。

4. ハーネスの各線をヒューズ･ブロックに配
線する(図 7)。
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図図図 777

1. ワイヤ･ハーネス 7. 黒（アース）線

2. 新しいヒューズ・ブロック 8. 泡マーカー用ヒューズ取付
場所

3. 黄線 9. 左ブーム･アクチュエータ用

4. 橙線 10. 右ブーム･アクチュエータ用

5. 赤線 11. 散布システム電源用

6. 桃線

5. スター･ワッシャをはさんで、アース線
（黒）を車体フレームの内側についている
1/4 in ボルトに接続する(図 8)。

図図図 888

1. ヒューズ・ブロック 6. 15A ヒューズ、フォーム・
マーカー（オプション）

2. ネジ (#10-24 x 3/4 in) 7. サーマル･ブレーカ(30 A)、
ブーム･アクチュエータ

3. ロック･ワッシャ 8. 10 A ヒューズ、散布システ
ム電源

4. ロック･ナット(#10-24 in) 9. ヒューズ用ステッカー

5. 黒いアース線、スター･ワッ
シャ、ボルト

6. 既存のヒューズ･ブロックから出ている赤い
電源線（オープン）を探し出す。この線を、
新しいヒューズ･ブロックから出ている赤い
電源線に接続する。

7. ネジ2本(#10-24 x 3/4 in)とロックナット
2個(#10-24)を使い、図 8のように、既存

のヒューズ・ブロックの隣に新しいヒュー
ズ・ブロックを取り付ける。

8. 既存のヒューズ･ブロックに貼り付けてある
ステッカーの表面のごみやグリス分を完全
に取り除き、表面をきれいにして乾燥させ
る。ステッカーを貼り付ける。

9. ヒューズとサーマル･ブレーカを取り付け
る。

A. 左用と右用のブーム昇降ヒューズ取付場
所にそれぞれ30 Aサーマル･ブレーカを取
り付ける(図 8)。

B. 散布システム用電源ヒューズ取付場所10
A ヒューズを取り付ける(図 8)。

10.既存のハーネスに沿って、新しいハーネス
をフロアの座席ベース下にはわせ、車両後
部へ引き出す。

11.ROPS カバーのところ（座席アセンブリ後
部）で、ハーネスを立ち上げてフレームの上
に出し、。散布システム用の電源コネクタ
が車両下部から上に出るようにする(図 9)。

G002494
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5

図図図 999

1. ROPS カバー 4. 散布システム電源コネクタ

2. ワイヤ･ハーネス 5. 速度センサへ戻ってくるワ
イヤ･ハーネス

3. 左フレーム

12.フレームに沿って新旧のハーネスを車両後
部の速度センサーまで引きもどす(図 9)。

13.速度センサーにコネクタを接続する。

14.結束タイで既存のハーネスと一緒にくくる。
周囲の可動部や加熱部に接触しないよう、
配線を確認する。

15.先ほど取り外したネジで、前フードを元通
りに取り付ける。
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WorkmanWorkmanWorkman®®® HDHDHD シシシリリリーーーズズズ用用用

1. ヘッドライトの開口部でフードをつかみ、
フードを持ち上げて、下側の取り付けタブ
をフレームの穴から外す（図 10）。

図図図 101010

1. フード

2. フードの下側を手前に持ち上げてから下に
引っ張り、上側の取り付けタブをフレーム
の穴から外す（図 10）。

3. フードの上側を手前に倒し、ヘッドライト
からワイヤ・コネクタを抜く（図 10）。

4. フードを外す。

5. 付属部品の中から、ワイヤ･ハーネスと
ヒューズ･ブロックを探し出す。

6. ヒューズ・ブロックをフレームに固定してい
るネジを外す。既存のヒューズ・ブロック
の空いている溝に新しいヒューズ・ブロッ
クをはめ込む。

7. ハーネスの各線をヒューズ･ブロックに配
線する(図 11)。

1

2
34

8

9

10

G002492567

11

図図図 111111

1. ワイヤ･ハーネス 7. 黒（アース）線

2. 新しいヒューズ・ブロック 8. 泡マーカー用ヒューズ取付
場所

3. 黄線 9. 左ブーム･アクチュエータ用

4. 橙線 10. 右ブーム･アクチュエータ用

5. 赤線 11. 散布システム電源用

6. 桃線

8. スター･ワッシャをはさんで、アース線
（黒）を車体フレームの内側についている
1/4 in ボルトに接続する(図 12)。

G011747

12 3

4

5

6

7

8

図図図 121212

1. ヒューズ・ブロック 5. アース端子ブロック

2. ネジ (#10-24 x 3/4 in) 6. サーマル･ブレーカ(30 A)、
ブーム･アクチュエータ

3. ロック･ナット(#10-24 in) 7. 10 A ヒューズ、散布システ
ム電源

4. 黒（アース）線 8. ヒューズ用ステッカー

9. 既存のヒューズ･ブロックから出ている赤い
電源線（オープン）を探し出す。この線を、
新しいヒューズ･ブロックから出ている赤い
電源線に接続する。

10.ネジ2本(#10-24 x 3/4 in)とロックナット
2個(#10-24)を使い、図 12のように、既存
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のヒューズ・ブロックの隣に新しいヒュー
ズ・ブロックを取り付ける。

11.ヒューズ・ボックスの近くでヒューズ用
ステッカーを貼り付ける適当な場所を決め
る。貼り付け場所が汚れていないこと、ぬ
れていないことを確認してステッカーを貼
り付ける。

12.ヒューズとサーマル･ブレーカを取り付け
る。

A. 左用と右用のブーム昇降ヒューズ取付場
所にそれぞれ30 Aサーマル･ブレーカを取
り付ける(図 12)。

B. 散布システム用電源ヒューズ取付場所10
A ヒューズを取り付ける(図 12)。

13.既存のハーネスに沿って、新しいハーネス
をフロアの座席ベース下にはわせ、車両後
部へ引き出す。

14.ROPS カバーのところ（座席アセンブリ後
部）で、ハーネスを立ち上げてフレームの上
に出し、。散布システム用の電源コネクタが
車両下部から上に出るようにする(図 13)。

G011758
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図図図 131313

1. ROPS カバー 4. 散布システム電源コネクタ

2. ワイヤ･ハーネス 5. 速度センサへ戻ってくるワ
イヤ･ハーネス

3. 左フレーム

15.フレームに沿って新旧のハーネスを車両後
部の速度センサーまで引きもどす(図 9)。

16.既存のワイヤ・ハーネスについている速度
センサーを外して、液剤散布システムのワ
イヤ・ハーネスに接続する。

注注注 これによって、車両のダッシュボードに
ついている速度計には走行速度が表示されな
くなります。走行速度は、新しく車両にと

りつける液剤散布コントロール・モジュー
ルに表示されるようになります。

速度計とモジュールの両方に速度が表示さ
れるようにしたい場合には、Toro 代理店
にご相談ください。

17.結束タイで既存のハーネスと一緒にくくる。
周囲の可動部や加熱部に接触しないよう、
配線を確認する。

18.フードの取り付け方法は以下の通りです：

A. ライトを接続する。

B. 上側の取り付けタブをフレームの穴に
差し込む。

C. 下側の取り付けタブをフレームの穴に
差し込む。

D. フードが上下左右の溝にしっかりはまっ
ていることを確認する。

6
コココンンントトトロロローーールルル・・・ボボボッッックククススス用用用マママウウウンンントトト
ををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

4 ボルト (1/4 x 3/4 inch)

4 フランジ･ナット (1/4 インチ)

1 コントロール用マウント

4 ボルト (5/16 x 1 インチ)

4 ロックナット (5/16 インチ)

1 アダプタ・プレート

シシシリリリアアアルルル番番番号号号ががが 240000001240000001240000001 以以以上上上ののの車車車両両両ののの
場場場合合合

車両によっては、コントロール取り付けプレー
トを取り付ける場所に、既にハンド･スロット
ルがついている場合があります。この場合、コ
ントロール用取り付けプレートの場所を確保す
るためにハンド･スロットルの取り付け位置を
ずらす必要がでてきます。位置変更についての
詳細はハンド･スロットルのオペレーターズマ
ニュアル を参照してください。

コントロール･ボックスのマウント（またはア
ダプタ・プレート）をワークマンのダッシュ
ボードに取り付ける；ボルト3本（(5/16 x 1 イ
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ンチ)）およびロックナット（(5/16 インチ) ）
3個を使い、図 14のように取り付ける。

注注注 古いワークマンでは、ボルト4本を使う場合
もあります。

図図図 141414

1. コントロール用マウント 3. ボルト (5/16 x 1 インチ)

2. ダッシュボード 4. ロックナット (5/16 インチ)

シシシリリリアアアルルル番番番号号号ががが 239999999239999999239999999 以以以下下下ののの車車車両両両ののの
場場場合合合

アアアダダダプププタタタ・・・プププレレレーーートトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

ワークマンのシリアル番号が23999999以下の場
合、アダプタ・プレートの取り付けが必要にな
ります。プレートと取り付けに必要な部品は付
属部品に含まれています。

アダプタ・プレートをワークマンのダッシュ
ボードに取り付ける；ボルト（(1/4 x 3/4
inch)）4本とフランジ･ナット（(1/4 インチ)
）4個を使い、図 15のように取り付ける。

図図図 151515

1. アダプタ・プレート 4. コントロール用マウント

2. ボルト (1/4 x 3/4 inch) 5. ボルト (5/16 x 1 インチ)

3. フランジ･ナット (1/4 インチ) 6. ロックナット (5/16 インチ)

7
アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト固固固定定定ブブブラララケケケッッットトトををを取取取
りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 固定ブラケット

手手手順順順

1. 昇降シリンダ・ブラケットについている後
ボルトとフランジナット（各2）を取り外す
（図 16）。ボルト･ナットは後で使用する。

G011748
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図図図 161616

図は車体左側を示す

1. ロックナット 3. 昇降シリンダ

2. ボルト 4. コッター・ピン

2. シリンダをブラケットに固定しているコッ
ター・ピンを外し、シリンダを外側にずら
して、固定ブラケットの取り付けができる
ようにする。

3. 取り外したボルトナット（各2）を使って、
固定ブラケットを取り付ける(図 17)。
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図図図 171717

図は車体左側を示す

1. 昇降シリンダ・ブラケット 3. ボルト

2. 固定ブラケット 4. 昇降シリンダ

4. 車両の反対側でも同じ作業を行う。

8
ラララジジジエエエタタターーー・・・カカカバババーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる
（（（WorkmanWorkmanWorkman®®® 3000,3000,3000, 400040004000 シシシリリリーーーズズズ
のののみみみ）））

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ラジエター･カバー・アセンブリ

4 ボルト (1/4 x 3/4 inch)

手手手順順順

ラジエター･カバーには、空冷エンジン車用の
パネルも取り付けられています。液冷エンジン
車に取り付ける場合には、空冷車用パネルを
外してください。

1. 先に取り付けたハーネスの中から、散布シ
ステム用電源コネクタを探す。

2. ラジエターの上からラジエター・カバーを
取り付ける(図 18)。

重重重要要要 散散散布布布シシシススステテテムムム用用用電電電源源源コココネネネクククタタタががが車車車両両両
ののの前前前方方方ををを向向向いいいててていいいるるるこここととと、、、ラララジジジエエエタタターーー・・・カカカ
バババーーーにににはははさささまままれれれててていいいななないいいここことととををを確確確認認認しししてててくくく
だだださささいいい。。。

図図図 181818

図は車体左側を示す

1. ラジエター･カバー・アセン
ブリ

3. 散布システム電源コネクタ

2. ボルト (3/8 x 1 インチ)

3. カバーをフレームに固定する；ボルト4本
（(3/8 x 1 インチ)）を使用。

9
タタタンンンククク台台台ををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 タンク台アセンブリ

2 クレビスピン

4 リンチ・ピン

2 ボルト (1/2 x 1-1/2 インチ)

4 ワッシャ (1/2 インチ)

2 ナット (1/2 インチ)

手手手順順順

スススプププレレレーーーヤヤヤのののタタタンンンククク･･･アアアセセセンンンブブブリリリははは重重重量量量がががあああ
るるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。取取取りりり付付付けけけ時時時ややや取取取りりり外外外ししし
時時時ににに適適適切切切ななな保保保持持持ををを行行行わわわななないいいととと落落落下下下すすするるるなななどどど
しししててて人人人身身身事事事故故故とととなななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

取取取りりり付付付けけけややや取取取りりりはははずずずしししなななどどど台台台ににに固固固定定定ささされれれててて
いいいななないいい時時時ははは、、、ホホホイイイススストトトなななどどどででで上上上かかかららら吊吊吊っっっててて
保保保持持持すすするるるこここととと。。。

1. クレーンやホイストを使って、タンク台ア
センブリを吊り上げ、ポンプ＆バルブ・ア
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センブリを車体の後方に向けて、ワークマ
ンのフレーム上部に移動する。

注注注 以下の作業は2人で行うようにしてくだ
さい。

2. タンクをゆっくりとフレームまで降下させ
る。

3. マイナス・ケーブルを元通りにつないでエ
ンジンを始動し油圧ポンプを作動させる。

4. 昇降シリンダをタンク台のブラケットまで伸
ばす。タンク台の各ブラケットについてい
る取り付け穴にそれぞれのシリンダ・アー
ムを合わせる（図 19）。

G011759

1
2

3 4

5

図図図 191919

1. サポート・ストラップ 4. クレビス・ピン

2. 左シリンダ 5. リンチ・ピン

3. タンク台のブラケット

5. クレビス・ピンとリンチ・ピンを使ってタ
ンク台を左右の昇降シリンダに固定する。

6. タンク台の後部にあるピボット・ラグを、
車体フレームの最後尾についている穴に合
わせる(図 20)。

図図図 202020

図は左側を示す

1. ピボット・ラグ 3. リンチ・ピン

2. クレビス・ピン (3/4 inch) 4. 車体フレーム

7. ピボット・ラグにクレビスピン（3/4 in）と
リンチピン（２本）を差し込んで、タンク
台とフレームとを連結する(図 20)。

8. 昇降シリンダを伸ばしてタンクを上昇させ、
サポートで支える。この時に、タンク上部の
サポートからタンク・アセンブリを外す。

9. シリンダを縮めてタンクをフレームまで降
下させる。

10.タンク台と車体フレームとが整列している
かどうか点検する。必要であれば、ピボッ
ト・ラグをタンク台に固定しているボルト
を少しゆるめる（図 20）。クレーンやホイ
ストを使って、タンク・アセンブリをほん
のわずか吊り上げ、車体フレームとタンク
台を整列させる。タンク台と車体フレーム
がきちんと整列したら、ピボット・ラグの
ボルトを締め付ける。

11.タンク台の左右についているアクセスパネ
ル からのぞき込んで、ホースやラインが
台の下でつぶされていないことを確認する
(図 21)。
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図図図 212121

図は右側

1. アクセス･パネルのドア 2. タンク台の下の様子

重重重要要要 タタタンンンククク台台台ののの下下下にににホホホーーースススやややララライイインンンががが入入入りりり
込込込んんんでででいいいるるるのののををを発発発見見見しししたたたららら、、、タタタンンンククク台台台をををももも
ううう一一一度度度吊吊吊りりり上上上げげげ、、、ホホホーーースススやややララライイインンンののの位位位置置置ををを
修修修正正正ししし、、、縛縛縛りりり付付付けけけるるるなななどどどしししてててくくくだだださささいいい。。。

12.車体の反対側でも同じ作業を行う。

13.ポンプシャフトを連結する：

図図図 222222

1. ゴム製カウリング 3. PTO出力シャフト

2. PTO駆動シャフト

• PTO 駆動シャフトの前部についているゴ
ム製カウリングを後ろに引く(図 22)。

• ポンプの駆動シャフトをPTO の出力シャ
フトに連結する(図 22)。

重重重要要要 PTOPTOPTO シシシャャャフフフトトトががが正正正しししくくく固固固定定定ささされれれててていいい
るるるここことととををを確確確認認認（（（ロロロッッッキキキンンングググ・・・ボボボーーールルルががが出出出力力力
シシシャャャフフフトトトののの溝溝溝にににきききっっっちちちりりりはははまままっっっててていいいるるるのののををを
確確確認認認）））しししてててくくくだだださささいいい。。。

14.タンク台の前部左右にある取り付けブラケッ
トと、先ほど取り付けた固定ブラケットと
を整列させる。

15.タンク台をフレームに固定する； ボルト
（(1/2 x 1-1/2 インチ)）、ワッシャ（ (1/2
インチ)）2枚、ロックナット（(1/2 インチ)
）を使用して図 23のように取り付ける。

図図図 232323

図は左側を示す

1. 前取り付けブラケット 4. ワッシャ (1/2 インチ)

2. 固定ブラケット 5. ロックナット (1/2 インチ)

3. ボルト (1/2 x 1-1/2 インチ)

16.車両の反対側でも上記と同じ作業を行う。

10
コココンンントトトロロローーールルル・・・ボボボッッックククスススををを取取取りりり付付付けけけ
るるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ノブ

3 Jクリップ

1 ボルト (1/4 x 3/4 inch)

1 フランジ･ナット (1/4 インチ)

1 スプレープロのステッカー（米国用）

1 スプレープロのステッカー（CE用）

手手手順順順

コントロール・ボックスは、クレビスピン、ヘ
アピン、ノブ各1 個を使ってタンク台に取り付
けます。車体左側に後ろ向きに取り付けます。

1. コントロール・ボックスをタンク台に固定
しているクレビスピンとヘアピン各1 個を
外す。

2. 各コントロール装置がオペレータ側にくるよ
うに、コントロール･ボックスを付け直し、
クレビスピンとヘアピンで固定する。

3. ノブを取り付けて使ってタンク台に固定す
る。締めつけは手で行う。

4. モニタに説明ステッカーを貼る(図 24)。
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図図図 242424

1. スプレープロ･モニタ 3. ステッカー、下半分

2. ステッカー、上半分

注注注 上下を間違えないように貼ること。図 37
を参照。

5. タンク台用ワイヤハーネスを散布システム
用電源コネクタに接続する。

6. 既存のネジを使って、Jクリップ２個をセ
ンター・コンソールに図 25のように取り
付ける。

図図図 252525

1. J クリップ 3. コントロール･ボックスの
ハーネス

2. 既存のネジ 4. センター･コンソール

7. Jクリップ１個を運転席後ろの ROPS カバー
に取り付ける； ボルト（(1/4 x 1inch)）と
ナット（ (1/4 インチ)）を使用する。取り
付け穴は、センターライン上、ROPS カバー
のオペレータ側エッジから内側に約 50cm
入ったところにある。

注注注 穴が開いていない場合は開けてくださ
い。カバーの上面の、センターライン上、
ROPS カバーのオペレータ側エッジから内側
に約50cm 入った位置に 1/4 インチの穴を開
けてください(図 26)。

G011762
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図図図 262626

1. 穴を開ける （(1/4 インチ)） 2. 51 cm

8. Jクリップを使ってハーネスをコンソールと
ROPS カバーに固定する。

11
ブブブーーームムム・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 中央ブーム･アセンブリ

10 ボルト (3/8 x 1-1/4 インチ)

10 ロックナット（(3/8 インチ)）

2 移動走行用ブーム･クレードル

4 ボルト（(1/2 x 1-1/4 インチ)）

4 フランジ･ナット（(1/2 インチ)）

1 左ブーム･エクステンション

1 右ブーム･エクステンション

手手手順順順

1. 付属部品の中から中央ブーム・アセンブリ
を探し出す。

2. 中央ブームに、移動走行用ブーム･クレード
ルを取り付ける；ボルト6本（(3/8 x 1-1/4
インチ)）およびロックナット6個（(3/8 イ
ンチ)）を使用する。取り付け方向は図 27
を参照。
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図図図 272727

1. 移動走行用ブーム･クレー
ドル

3. ボルト（(3/8 x 1-1/4 イン
チ)）

2. センター･ブーム 4. ロックナット（(3/8 インチ)）

3. ブーム･フレーム･マウントのところで、中
央ブーム･アセンブリをスプレー･システム･
アセンブリに図 28のように取り付ける；ボ
ルト4本（(1/2 x 1-1/4 インチ)）とロック
ナット4個（(1/2 インチ)）を使用する。

注注注 必要であれば、中央ブーム･アセンブリの
ところでブーム･フレーム･マウントをゆる
めて穴をきちんと整列させてください。

G002517
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図図図 282828

1. センター･ブーム 3. ボルト（(1/2 x 1-1/4 イン
チ)）

2. ブーム・アップライト 4. ロックナット（(1/2 インチ)）

4. ブーム･アクチュエータのコードをスプレー･
システムのハーネスのコネクタに接続する。

5. システムの電源を入れ、ブーム昇降スイッチ
を使ってブーム･アクチュエータを作動させ
て、ロッドを延ばす。これは、左右のブー
ム･エクステンションを取り付けられるよう
にするためである。

6. ヒンジ･プレートについているボルト4本、
ワッシャ4枚、ナット4個を取る。

7. ヒンジ･プレートのところで、エクステン
ション･ブームを中央ブームに取り付ける；
ステップ6で取り外したボルト4本、ワッ
シャ4枚、ナット4個を使い、図 29のよう
に取り付ける。

注注注 全部のタレットが後ろを向いているのを
確認してください。

図図図 292929

1. 中央ブーム･アセンブリ 4. ボルト

2. ブーム･エクステンション 5. ワッシャ

3. ヒンジ・プレート 6. ナット

8. 中央ブーム･アセンブリの反対側でも、ス
テップ7の作業を行い反対側のブーム･エク
ステンションを取り付ける。

注注注 全部のタレットが後ろを向いているのを
確認してください。
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12
ブブブーーームムム・・・ホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

3 ホース･クランプ

2 R クランプ

2 ショルダ・ボルト

2 ワッシャ

2 ナット

手手手順順順

1. ブーム･ホースを図 30のように配置する。

図図図 303030

1. ブーム･ホース、左エクステンション 4. ナット 7. ショルダ・ボルト

2. ブーム･ホース、センター 5. ワッシャ

3. ブーム･ホース、右エクステンション 6. R クランプ

2. Rクランプを使って、センター・ブーム・
アセンブリの前側に、左右のブームホース
を取り付ける。ショルダ･ボルトとナット
を使って、ホースとRクランプを図 30のよ
うに固定する。
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3. 左右のエクステンション・ブームのホース
継手に石鹸水を塗る(図 31)。石鹸水を塗っ
た継手にブーム・エクステンションを差し
込み、クランプで固定する。

図図図 313131

1. ブーム･エクステンション 6. ブーム･ホース

2. ブーム･ホース 7. クランプ

3. クランプ 8. グロメット

4. Ｔ字継手 9. Ｔ字継手

5. センター･ブーム

4. センター・ブームのＴ字継手のホース接続
部図 31。

5. センター･ブームのホースをセンター･ブー
ム･アセンブリのハトメ付きの穴に通す。
石鹸水を塗った継手にセンター･ブームの
給水ホースを接続し、クランプで固定す
る図 31。

13
ノノノズズズルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

薬剤散布に使うノズルは、散布レート（単位
面積あたり散布量）に合わせて選択することが

必要なので、付属部品には含まれていません。
Toro 代理店と相談の上、適切なノズルをご購
入・装着してください； ノズルの選択には以
下の情報が必要です：

• 薬剤の散布レート（単位面積あたり散布量；
リットル毎時またはガロン毎エーカーある
いはガロン毎1000平方フィート）。

• 散布作業時に使用する走行速度。

• ノズルの配置間隔（通常は50 cm）。

ノズルの取り付け方法は以下の通りです：

1. ノズルをノズル・ソケットに装着する（ネ
ジ式）。

2. ノズル・ソケットを、タレットのフィッティ
ングに入れる。

3. 入れたノズルを右に回してソケットのカム
をロックする。

4. ノズルの噴霧口が下向きになることを確認
する。

詳細はノズルに付属している取り付け要領書
を参照してください。

14
組組組みみみ立立立てててををを完完完了了了すすするるる：：：製製製品品品をををよよよくくく
知知知るるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 オペレーターズマニュアル

1 オペレータのためのトレーニング資料

1 パーツカタログ

1 登録カード

1 ノズル選択ガイド

1 納品前検査証

手手手順順順

1. マニュアルを読む。

2. オペレータ用トレーニング資料を見る。

3. ノズル選択ガイドで、散布に必要なノズル
を選択する。

4. 安全な場所に書類を保管する。
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製製製品品品ののの概概概要要要

図図図 323232

1. , ™ モニタ 4. レート固定キー･スイッチ 7. センター･ブーム･スイッチ 10. 右ブーム昇降スイッチ

2. ™ モニタ 5. マスター・ブーム・スイッチ 8. 右ブーム･スイッチ

3. 散布率調整スイッチ 6. 左ブーム･スイッチ 9. 左ブーム昇降スイッチ

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

™™™ モモモニニニタタタののの電電電源源源スススイイイッッッチチチ

スプレープロ・モニタの電源スイッチは、モニ
タのON/OFF スイッチです。このスイッチでモ
ニタのオン･オフ制御を行います(図 32)。ONの
時にはそのスイッチのランプが点灯します。

マママスススタタターーー・・・ブブブーーームムム・・・スススイイイッッッチチチ

散布の開始と停止を行うスイッチです。このス
イッチで散布システムのオン･オフ制御を行いま
す(図 32)。このスイッチが OFF となっている
ときはスプレープロに HOLD と表示されます。

ブブブーーームムム・・・スススイイイッッッチチチ

コントロール・パネルの下の列についています
(図 32)。ブスイッチの上側を押すと、そのブー
ムがONになり、下側を押すとOFFになります。ON
の時にはそのスイッチのランプが点灯します。
マスター・ブーム・スイッチと連動しており、
マスター側がONの時にのみ散布が可能です。

散散散布布布率率率調調調整整整スススイイイッッッチチチ

コントロール・パネルの左側にあるスイッチで
す(図 32)。上を押すと単位面積あたり散布量
が上昇し、下を押すと減少します。

レレレーーートトト固固固定定定キキキーーー･･･スススイイイッッッチチチ

コントロール・パネルの左下にあるスイッチ
です(図 32)。キーを左に回すと散布率スイッ
チの操作が無効となり、誤ってスイッチに触れ
て散布率を狂わせてしまう恐れがなくなりま
す。キーを右に回すと、ロック状態が解除さ
れ、散布率スイッチによる調整ができるよう
になります。

ブブブーーームムム昇昇昇降降降スススイイイッッッチチチ

左右のブームの高さを電動でコントロールしま
す(図 32)。左右のブームごとにスイッチがあ
り、スイッチの上を押すとブームが上昇し、下
を押すと下降します。
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ソソソニニニッッックククブブブーーームムム・・・スススイイイッッッチチチ、、、泡泡泡マママーーーカカカーーー・・・ススス
イイイッッッチチチ（（（オオオプププシシショョョンンン）））取取取りりり付付付けけけ場場場所所所

ソニックブームや泡マーカーを搭載する場合
に、各スイッチを取り付ける場所です。各取り
付け位置はプラスチック製の打ち抜きフタでふ
さいであります。

レレレーーートトト制制制御御御バババルルルブブブ

タンク後部にあり(図 33)、ブームに供給する
液量とタンクにバイパスして撹拌バルブへ送る
液量を調節しています。このバルブは2つの方
法で操作することができます：散布率調整ス
イッチで動かす方法と、手動で動かす方法で
す。手動で動かす場合には、バルブについてい
るコネクタを外して、バルブ上部についている
ノブを手で回して散布率を調整します。

図図図 333333

1. レート制御バルブ 3. ブーム・バルブ

2. フローメータ

フフフロロローーーメメメーーータタタ

Spray Pro™ システムの使用水量を示します
（図 33）。

ブブブーーームムム・・・バババルルルブブブ

各ブームをオン･オフ制御するバルブです
(図 33)。ブームを取り付けていない場合や、
ブームからの散布を止めておきたい場合には、
各バルブについている電線のコネクタを外し、
バルブについているノブを右に回すことにより
バルブを閉じることができます。

ブブブーーームムム･･･バババイイイパパパススス･･･バババルルルブブブ

ブームの一部が OFF になったときに余剰とな
る液剤をタンクに逃がすためのバルブです。こ
のバルブを調整して、どのブームを OFF にし
ても水圧が変化しないようにします。「運転操
作」の章の「ブーム･バイパス･バルブの基本
設定」を参照してください。

攪攪攪拌拌拌コココンンントトトロロローーールルル・・・バババルルルブブブ

タンクの右側にあります(図 34)。ノブを9時
の位置に回すと攪拌を行い、3時の位置に回す
と攪拌を停止します。

図図図 343434

1. 攪拌コントロール・バルブ 2. 水圧計

注注注 攪拌を行うためにはエンジンが作動（アイド
ル以上の速度で回転）し、さらにPTOとクラッ
チが作動している必要があります。車両停止
（散布停止）中に攪拌を行う場合には、レン
ジ・セレクタをニュートラルにし、クラッチを
外して駐車ブレーキを掛け、ハンドスロットル
をセット（装着車の場合）します。

水水水圧圧圧計計計

タンクの右側にあります(図 34)。散布システ
ムの水圧を psi と bar で表示します。

タタタンンンククク･･･ドドドレレレンンン･･･ハハハンンンドドドルルル

タンクのドレンを操作するハンドルはタンク上
部にあります(図 35)。上に引くとタンクの底
が開きます。

重重重要要要 ハハハンンンドドドルルルはははゆゆゆっっっくくくりりり引引引いいいてててくくくだだださささいいい。。。力力力
まままかかかせせせににに引引引くくくとととタタタンンンクククののの排排排出出出部部部ががが壊壊壊れれれるるる恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。

ハンドルのベース部についているプラスチック
製のナットを締めてドレンを開いた状態に固定
する。タンクが空になったら、プラスチック製
のナットをゆるめ、T字ハンドルを下までしっ
かりと押し込む。プラスチック製のナットを締
めてドレンを閉じた状態に固定する。

注注注 タンクのドレン部からのリークを防止する
ため、タンクから排出を行うとき以外は、タン
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ク･ドレンのプラスチック製のナットを締めて
おいてください。

図図図 353535

1. タンク･ドレン･ハンドル

タタタンンンクククのののふふふたたた

タンク・カバーはタンク上部の中央にあります
(図 36)。開けるには、まずエンジンを停止さ
せ、駐車ブレーキを掛け、ふたの前半分を左に
回して上に開きます。この状態でストレーナを
取り外すことができます。閉める時には、スト
レーナを（外していた場合は）元に戻し、ふた
を閉じて、前半分を右に回します。

図図図 363636

1. タンクのふた 2. 逆流防止補給口

逆逆逆流流流防防防止止止補補補給給給口口口

タンクの前方にあり、ネジ付きのフィッティ
ングと90度の鋸歯フィッティングがついてお
り、ここにホースをつないでタンクの中に水を
入れます(図 36)。この補給口にホースをつな
いで水を入れれば、タンク内の薬剤が水道など
に逆流することはありません。ホースの先端か
ら水面にホースを接触させずに給水できる一番
短い長さにホースをカットしてください（通常
は10～20 cm 程度）。

重重重要要要 補補補給給給口口口ににに薬薬薬液液液ががが付付付かかかななないいいよよよううう注注注意意意しししてててくくく
だだださささいいい。。。タタタンンンクククののの中中中ののの液液液剤剤剤ににに届届届くくくよよようううななな長長長いいい
ホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
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スススプププレレレーーープププロロロ（（（SpraySpraySpray Pro™Pro™Pro™）））モモモニニニタタタ

スプレープロのモニタは走行速度や散布率な
ど、スプレー作業に関連するデータを表示しま
す。散布率の制御を行う装置ではありません。

モニタは、液晶ディスプレイ、選択ダイヤル
と、基本設定を行うための４つのボタンで構成
されています(図 37)。

図図図 373737

1. 液晶スクリーン 6. 散布率 11. リセット； 基本設定用ボタン 16. 単位を選択

2. 選択ダイヤル 7. 走行距離 12. 基本設定；基本設定用ボタン 17. 幅

3. 総面積 8. 区画別面積 13. 基本設定用ボタン；下げる 18. 速度の基本設定

4. 速度 9. 区画別散布量 14. 基本設定用ボタン；上げる 19. フローメータの基本設定

5. 単位系 10. 散布総量 15. ブーム選択 20. LED

モモモニニニタタタ表表表示示示選選選択択択ダダダイイイヤヤヤルルル

LCDに表示される情報を、このダイヤルを使っ
て以下から選択します：

• 総総総面面面積積積

散布した総面積を積算表示します。表示単位
は、USではエーカー、SIではヘクタール、
TURFでは平方フィートです。リセットボタ
ンでリセットすることができます。

• 速速速度度度

走行速度を表示します；SI（国際単位系）が
選択されているときには km/h 表示、それ以
外の単位系ではマイル/h 表示となります。

• 単単単位位位系系系

以下の単位系から選択可能です：

– US（米国式ヤードポンド系）

– SI（メートル系）

– TURF（米国式ヤードポンド系で1000平方
フィート当たりの量で表示する）

• 散散散布布布率率率

単位面積あたり散布量を、リットル毎時（ま
たはガロン毎エーカーあるいはガロン毎1000
平方フィート）で表示します。

• 区区区画画画別別別面面面積積積

散布した面積を積算表示します。表示単位
は、USではエーカー、SIではヘクタール、
TURFでは平方フィートです。リセットボタ
ンでリセットでき、総面積の積算には影響
を与えません。リセット･ボタンを押すと区
画別散布量もリセットされます。

• 走走走行行行距距距離離離

走行距離を表示します。表示単位は、USと
TURFではフィート、SIではメートルです。
リセットボタンでリセットすることができ
ます。

• 区区区画画画別別別散散散布布布量量量

散布した面積を積算表示します。表示単位
は、USではエーカー、SIではヘクタール、
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TURFでは平方フィートです。リセットボタ
ンでリセットでき、総面積の積算には影響
を与えません。リセット･ボタンを押すと区
画別散布面積もリセットされます。

• 散散散布布布総総総量量量

散布した面積を積算表示します。表示単位
は、USではエーカー、SIではヘクタール、
TURFでは平方フィートです。リセットボタ
ンでリセットできます。

基基基本本本設設設定定定ボボボタタタンンン

モニタには以下のボタンがついています：

• リリリセセセッッットトト

散布総量、区画別散布量、距離、散布総面
積、区画別面積の表示を0 に戻します。

• 基基基本本本設設設定定定

基本設定（キャリブレーション）モードと
通常モードを切り替えます。

• 下下下げげげるるる

基本設定を行っている時、表示されている
数値を減少させます。

• 上上上げげげるるる

基本設定を行っている時、表示されている
数値を増加させます。

基基基本本本設設設定定定

• ブームの長さ

• 単位系

• 速度/距離

• フローメータ

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合
があります。

散布システムのベース重量 307 kg

タンク容量 757 リットル

標準システム搭載時の車両全
長

422 cm

標準システム搭載時のタンク
上部までの高さ

147 cm

標準システム搭載時の交差収
納したブームの先端までの高さ

234 cm

標準システム搭載時の車両全
幅（交差収納したブームの先端
から先端）

175 cm

オオオプププシシショョョンンン機機機器器器

The Toro® Company では、ワークマンに搭載でき
る各種のアクセサリを発売しております。現在
発売中のオプション機器については、弊社正規
サービス･ディーラーへお問い合わせください。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

安安安全全全第第第一一一
このマニュアルに記載されている安全上の注
意やステッカーの表示内容を良く読んでくだ
さい。この機械についてよく知っておくこと
があなた自身や周囲の人を事故から守ること
につながります。

真真真水水水タタタンンンクククににに水水水ををを入入入れれれるるる

薬剤タンクに薬液を作る前に、必ず真水を用
意してください。

スプレーヤには真水タンクが搭載されています
(図 38)。誤って薬液を目や皮膚に付けてしまっ
たときに直ちに洗い流し行うことができます。

コックのレバーを前側にひねれば水が出ます。

図図図 383838

1. 真水タンク 3. コック

2. 補給口キャップ

ブブブーーームムムををを水水水平平平ににに調調調整整整すすするるる
左右のブームを水平に維持するためには、中央
ブームについているハードストップを、以下
の手順で調整します：

1. 運転席にある、始動キーをONに回してシス
テムの電源を入れる。

2. 各ブームを床面に対して平行にする。

3. キーを取り外して運転席から離れる。

4. 蝶番部分でバンパーを調整して、ブームが
水平位置を超えて動かないようにする。バ
ンパーが水平になるようにすること。

5. ボルトとナットを締めてバンパーを固定す
る。ナットを135-165 ft-lbs（183-223 Nm=
18.7～22.1 kg.m）にトルク締めする。

注注注 しばらくの間は、バンパーが圧迫された
状態が続く可能性がある。バンパーが水平位
置よりも下がるようであれば、もう一度この
調整を行う。

薬薬薬剤剤剤散散散布布布
ワークマン 200 スプレーヤの運転は、薬剤
を作る、現場に散布する、タンク内部を洗浄
する、という 3 つの作業から成り立ってお
り、。この３つの作業を必ず連続して行ってい
ただくことがスプレーヤの故障防止上非常に重
要です。つまり、前夜に薬液を作って翌日に散
布するというようなことをしてはいけません。
このようなことをすると、薬液が分離分解する
などして効果が上がらない、散布装置を損傷す
るなどの恐れがでてきます。

農農農薬薬薬ははは人人人体体体ににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• 農農農薬薬薬ををを使使使ううう前前前ににに、、、農農農薬薬薬容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるる
ラララベベベルルルをををよよよくくく読読読みみみ、、、メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを全全全
ててて守守守っっっててて使使使用用用すすするるる。。。

••• スススプププレレレーーーををを皮皮皮膚膚膚ににに付付付けけけななないいい。。。万万万一一一付付付着着着
しししたたた場場場合合合にににははは真真真水水水ととと洗洗洗剤剤剤ででで十十十分分分ににに洗洗洗いいい
落落落とととすすす。。。

••• 作作作業業業にににあああたたたっっってててははは保保保護護護ゴゴゴーーーグググルルルなななどどど、、、
メメメーーーカカカーーーががが指指指定定定すすするるる安安安全全全対対対策策策ををを必必必ずずず実実実
行行行すすするるる。。。

ワークマン 200 液剤散布システムは、耐久性
が高く長い間お使い頂ける散布車として製造さ
れています。装置の性能と耐久性を確保する
ために、それぞれの個所に応じて色々な種類
の素材を使用しております。残念ながら、散
布装置の使用目的すべてに完璧に合った材料
というものは存在しません。

散布する薬剤によっては、その化学的特性のた
めに装置を劣化させやすいものがあり、また、
薬品同士が様々な物質と化学作用を起こしま
す。薬剤のタイプ（水和剤やチャコールなど）
によっては、他の薬品よりも装置を磨耗させや
すいものがあります。もし、侵食や磨耗を引き
起こしにくい種類や形態の薬剤を使うことが可
能な場合は、そのような薬剤をお使いくださ
るようにお願いいたします。

また、散布作業後は、必ず装置全体を十分に洗
浄してください。作業後の洗浄を確実に行うこ
とにより、寿命を延ばし、トラブルのない作
業を続けることができます。
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タタタンンンクククににに液液液剤剤剤ををを作作作るるる
重重重要要要 使使使用用用すすするるる薬薬薬剤剤剤がががヴヴヴィィィトトトンンン（（（VitonVitonViton）））ととと共共共用用用
可可可能能能ななな製製製品品品ででであああるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。
（（（共共共用用用ででできききななないいい場場場合合合にににははは薬薬薬剤剤剤ラララベベベルルルにににそそそののの旨旨旨
ののの記記記述述述がががああありりりままますすす）））。。。ヴヴヴィィィトトトンンンととと共共共用用用ででできききななな
いいい薬薬薬剤剤剤ははは、、、本本本機機機のののOOOリリリンンングググををを劣劣劣化化化さささせせせ、、、薬薬薬液液液洩洩洩
れれれををを起起起こここしししままますすす。。。

1. 平らな場所に停車し、レンジ･セレクタを
ニュートラルにセットし、エンジンを止め
て駐車ブレーキを掛ける。

2. 薬剤ラベルをよく読み、散布液の作成に必
要な水量を把握する。

3. タンクのふたを開ける。

タンク・カバーはタンク上部の中央にあり
ます (図 39)。開けるには、ふたの前半分
を左に回して上に開きます。この状態でス
トレーナを取り外すことができます。閉め
る時には、ふたを閉じてから前半分を右に
回します。

図図図 393939

1. タンクのふた 2. 逆流防止補給口

4. 逆流防止補給口にホースをつなぎ、必要水
量の約 3/4 の水をタンクに入れる。

重重重要要要 タタタンンンクククにににははは必必必ずずずきききれれれいいいななな真真真水水水ををを先先先ににに入入入
れれれてててくくくだだださささいいい。。。空空空のののタタタンンンクククににに薬薬薬剤剤剤ののの原原原液液液ををを
直直直接接接入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

5. エンジンを始動し、PTO を接続し、ハンド･
スロットルを装備している車両ではハンド･
スロットルをセットする。

6. 攪拌バルブを9時の位置に回してタンク内部
の攪拌を開始する。

7. 薬剤ラベルに記載されている通りの適正量
の薬剤原液をタンクに入れる。

重重重要要要 水水水和和和剤剤剤ををを使使使ううう場場場合合合ははは、、、バババケケケツツツなななどどどででで
一一一度度度泥泥泥状状状ににに溶溶溶いいいてててかかからららタタタンンンクククににに投投投入入入しししててて
くくくだだださささいいい。。。

8. 所定量の水をタンクに補給する。

注注注 散布率の設定を低く設定する方が撹拌
はうまく行きます。

ブブブーーームムムののの操操操作作作
スプレーヤのコントロール･パネルにあるブー
ム昇降スイッチを使うと、運転席に座ったまま
で各ブームの昇降操作（散布位置と移動走行位
置の切り替え）ができます。この昇降操作は、
車両を停止させて行ってください。

ブーム位置を変更するには：

1. 平らな場所に停止する。

2. ブーム昇降スイッチを使ってブームを下げ
る。各ブームが完全に散布位置に降りる
まで待つ。

3. ブームを上昇させる必要が出てきたら、ま
ず平らな場所に停車する。

4. ブーム昇降スイッチを使ってブームを上げ
る。各ブームが完全に上昇して移動走行用
クレードルに収まり、シリンダが完全に縮
んでブームがX字型にたたまれるまで待つ。

重重重要要要 ブブブーーームムム･･･アアアクククチチチュュュエエエーーータタタ･･･シシシリリリンンンダダダののの破破破
損損損ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに、、、移移移動動動走走走行行行ををを開開開始始始すすす
るるる前前前ににに、、、各各各アアアクククチチチュュュエエエーーータタタががが完完完全全全ににに引引引ききき
込込込まままれれれたたた状状状態態態ににになななっっっててていいいるるるのののををを確確確認認認しししててて
くくくだだださささいいい。。。

移移移動動動走走走行行行用用用ブブブーーームムム･･･クククレレレーーードドドルルル

このスプレーヤは、ユニークな特長を持つ移動
走行用ブーム･クレードルを装備しています。
移動走行中、低く垂れた木の枝などの障害物に
ブームが当たると、ブームはクレードルからお
しだされて外れます。クレードルから外れた
ブームは、車両後部でほぼ水平状態になって止
まります。この状態でブームが破損することは
ありませんが、クレードルから外れたら、直ち
に元のように戻してください。

重重重要要要 移移移動動動走走走行行行ををを行行行ううう場場場合合合ははは必必必ずずずブブブーーームムムをををXXX字字字
型型型ににに組組組んんんでででクククレレレーーードドドルルルにににセセセッッットトトしししてててくくくだだださささ
いいい。。。こここれれれ以以以外外外ののの位位位置置置ででではははブブブーーームムムががが破破破損損損すすするるる恐恐恐
れれれがががああありりりままますすす。。。

ブームをクレードルに戻すには、ブームを一旦
散布位置まで下げ、そこから再び移動走行位
置に戻してください。アクチュエータのロッ
ドの破損を防止するため、ブーム･シリンダが
完全に縮んだのを確認する。

散散散布布布
重重重要要要 タタタンンンククク内内内部部部ののの薬薬薬剤剤剤ののの分分分散散散溶溶溶解解解ををを常常常ににに確確確実実実
ににに維維維持持持すすするるるたたためめめににに、、、タタタンンンククク内内内部部部ににに薬薬薬液液液がががあああるるる
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間間間ははは常常常時時時攪攪攪拌拌拌ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。攪攪攪拌拌拌ををを行行行ううう
たたためめめにににはははエエエンンンジジジンンンががが作作作動動動（（（アアアイイイドドドルルル以以以上上上ののの速速速
度度度ででで回回回転転転）））ししし、、、PTOPTOPTO ががが接接接続続続ささされれれててていいいるるる必必必要要要ががが
ああありりりままますすす。。。車車車両両両停停停止止止（（（散散散布布布停停停止止止）））中中中ににに攪攪攪拌拌拌ををを
行行行ううう場場場合合合にににははは、、、シシシフフフトトト･･･レレレバババーーーをををニニニュュューーートトトラララルルル
にににししし、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛けけけ、、、PTOPTOPTOををを接接接続続続ししし、、、
ハハハンンンドドド･･･スススロロロッッットトトルルル装装装着着着車車車ででではははハハハンンンドドド･･･スススロロロッッッ
トトトルルルをををセセセッッットトトしししままますすす。。。

注注注 以下の手順は、タンクに薬剤を準備する手
順が終わり、PTO が ON 状態であることを前提
として記述しています。

1. 各ブームを開く。

2. マスター・ブーム･スイッチを OFF にセッ
トする。スプレープロ･モニタに HOLD とい
う表示が出る。

3. 各ブームのスイッチを ON 位置にする。

4. 現場へ移動する。

5. スプレープロのダイヤルを「散布率」 に合
わせ、散布率スイッチで所望の散布率に合
わせる。この手順は：

A. ポンプがONになっているのを確認する。

B. 希望のギア･レンジにシフトして走行を
開始する。

C. モニタが正確な散布率を表示しているこ
とを確認する。必要に応じて、散布率
スイッチを操作して希望する散布率に
合わせる。

D. 散布を行う現場へ戻る。

6. マスター･ブーム･スイッチを ON にする。

注注注 タンク内の液量が減ってくると、液剤に
よっては泡の発生が問題になることがあり
ます。そのような場合には攪拌を中止（攪
拌バルブを3時の位置に戻す）してくださ
い。消泡剤を利用してもよいでしょう。

7. 散布が終了したら、マスター・ブーム・
スイッチを OFF とし、次に PTO レバーを
OFF にする。

散散散布布布作作作業業業のののヒヒヒンンントトト
• 二重散布にならないように注意して運転

する。

• ノズルの詰まりに注意する。詰まっていた
り、損傷したノズルはすべて交換する。

• 停止操作は、まずマスター・ブーム・ス
イッチでスプレーを停止し、その後に走行
を停止する。停止したらニュートラル・エ
ンジン・ロックを使って撹拌を続ける。

• 散布の開始操作は車両が走行中に行う方
が良い。

• 散布率表示を時々確認する；この表示が大
きく変わる場合、ノズルの散布能力と走行
速度が合わなくなっている可能性やシステ
ムが正常に働いていない可能性がある。

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄
重重重要要要 作作作業業業ががが終終終了了了しししたたたららら毎毎毎回回回すすすぐぐぐにににスススプププレレレーーーヤヤヤ
ををを洗洗洗浄浄浄しししてててくくくだだださささいいい。。。こここれれれををを怠怠怠るるるととと、、、内内内部部部ににに
残残残留留留しししててていいいるるる薬薬薬剤剤剤ががが固固固まままっっってててララライイインンンののの詰詰詰まままりりり
やややポポポンンンプププののの異異異常常常ののの原原原因因因とととなななりりりままますすす。。。

1. 停車し、駐車ブレーキを掛け、レンジ・セ
レクタを ニュートラルにセットし、エン
ジンを停止させる。

2. タンク・ドレン･ハンドルを操作して残って
いる薬液を全部排出し、地域の法律や規則、
メーカーの指示に従って適切に処分する。

タンクのドレンを操作するハンドルはタン
ク上部にあります(図 40)。

図図図 404040

1. タンク･ドレン･ハンドル

タタタンンンククク･･･ドドドレレレンンン･･･ハハハンンンドドドルルルののの使使使いいい方方方

A. ハンドルのベース部についているプラス
チック製のナットをゆるめる。

B. T字型の握りを引くと排出し始めるので、
引き具合で適当な排出量に調整する。

重重重要要要 ハハハンンンドドドルルルはははゆゆゆっっっくくくりりり引引引いいいてててくくくだだださささ
いいい。。。力力力まままかかかせせせににに引引引くくくとととタタタンンンクククののの排排排出出出部部部ががが
壊壊壊れれれるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

C. ハンドルのベース部についているプラス
チック製のナットを締めてドレンを開い
た状態に固定する。

D. タンクが空になったら、プラスチック製
のナットをゆるめ、T字ハンドルを下ま
でしっかりと押し込む。

E. プラスチック製のナットを締めてドレン
を閉じた状態に固定する。
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注注注 タンクのドレン部からのリークを防
止するため、タンクから排出を行うとき
以外は、タンク･ドレンのプラスチック
製のナットを締めておいてください。

3. タンクに少なくとも 190 リットルの水を入
れてふたを閉める。

注注注 必要に応じて洗浄剤や中和剤を使用して
ください。ただし、最後のすすぎには真水
で行ってください。

4. エンジンを掛ける。

5. シフト･レバーをニュートラルにした状態
で、PTO を接続し、ハンド･スロットルを
セットする。

6. 攪拌バルブを ON にセットする。

7. マスター･ブーム･スイッチと個別ブーム･ス
イッチを ON にする。

8. タンク内部の水が全部ノズルから放出され
るまでその場で散布を行う。

9. その間に、ノズルの散布パターンを点検
する。

10.散布が終了したら、マスター・ブーム・レ
バーを OFF とし、PTOを解除し、エンジン
を停止させる。

11.上記3から10までの作業を少なくともあと
2 回繰り返して、システム内部を完全に
洗浄する。

12.ストレーナを洗浄する；, ページの「取水
部ストレーナの清掃」を参照。

重重重要要要 水水水和和和剤剤剤ををを使使使用用用しししててていいいるるるととときききははは、、、タタタンンンククク
ににに液液液剤剤剤ををを準準準備備備すすするるるごごごとととにににススストトトレレレーーーナナナををを洗洗洗浄浄浄
しししてててくくくだだださささいいい。。。

13.ホースと水とでスプレーヤの外側を洗浄
する。

14.ノズルを外して手で洗浄する。磨耗したり
破損したりしているノズルは交換する。
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スススプププレレレーーープププロロロ･･･モモモニニニタタタののの基基基本本本設設設定定定

図図図 414141

1. 液晶スクリーン 6. 散布率 11. リセット； 基本設定用ボタン 16. 単位を選択

2. 選択ダイヤル 7. 区画別面積 12. 基本設定；基本設定用ボタン 17. 幅

3. 総面積 8. 走行距離 13. 基本設定用ボタン；下げる 18. 速度の基本設定

4. 速度 9. 区画別散布量 14. 基本設定用ボタン；上げる 19. フローメータの基本設定

5. 単位系 10. 散布総量 15. ブーム選択 20. LED

スプレープロのモニタには基本設定モードが
あり、必要に応じて基本設定を変更すること
ができます。基本設定の変更ができる項目は
以下の通りです：

• ブームの長さ

• 単位系

• 速度

• フローメータ

ブブブーーームムム長長長さささののの変変変更更更

出荷時の設定は左右のブームがそれぞれ 2.03
m、中央ブームが1.52 mです。この設定は左
ブーム、中央ブーム、右ブームのノズル数をそ
れぞれ４個、３個、４個とし、ノズル間隔を
51 cm（20インチ）とした場合の設定です。ノ
ズル間隔を変更した場合には、以下の手順に
よって上記の設定を変更する必要があります：

1. スプレーヤを停止し、駐車ブレーキを掛
ける。

2. マスター・ブーム･スイッチを OFF にセッ
トする。スプレープロ･モニタに HOLD とい
う表示が出る。

3. ディスプレイに CAL HOLD と表示されて赤
いランプが点灯するまで 基本設定ボタン
を押し続ける。

4. 選択ダイヤルを「ブーム選択」または「総
面積」位置に回す。

5. 長さ設定の変更をしたいブームを、増減
ボタンで選択（１＝左、２＝中央、３＝
右）する。

6. 選択ダイヤルを「幅」または「区画別面
積」位置に回す。

7. 増減ボタンを使ってブームの長さを変更
する。

8. 他のブームについても、上記手順4～7を
行う。

9. 赤いランプが消えるまで基本設定ボタンを
押し続ける。車両を運転して基本設定モー
ドを終了させることもできます。

単単単位位位系系系ををを変変変更更更すすするるる

出荷時の設定はヤードポンド法（US）です。
必要に応じてメートル法（SI）やターフ慣用
法（TURF）に変更可能です。
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1. スプレーヤを停止し、駐車ブレーキを掛
ける。

2. マスター・ブーム･スイッチを OFF にセッ
トする。スプレープロ･モニタに HOLD とい
う表示が出る。

3. ディスプレイに CAL HOLD と表示されて赤
いランプが点灯するまで 基本設定ボタン
を押し続ける。

4. 選択ダイヤルを「単位選択」または「単位
系」 位置に回す。

5. 増減ボタンで選択する。

6. 赤いランプが消えるまで基本設定ボタンを
押し続ける。車両を運転して基本設定モー
ドを終了させることもできます。

フフフロロローーーメメメーーータタタののの基基基本本本設設設定定定

注注注 正確な散布を行うために、ノズルを変更し
たときには必ずこの修正（キャリブレーショ
ン）を行ってください。

フローメータは出荷時にほぼ正確に設定され
ています。以下の手順で最終の微調整を行い
ます：

1. 駐車ブレーキを掛ける。

2. スプレーヤのタンクに正確な量の水を入れ
る（380 リットル以上）。

注注注 このときの計量には、タンクについてい
る目盛りは使用しないでください。タンク
についている目盛りは、この精度調整に使
用できるほどの正確さはありません。

3. ポンプのスイッチを ON にしてポンプを作
動させる。

4. ブーム･スイッチ 3 つ全部とマスター･ス
イッチを ON にする。ノズルから空気が
パージされ終わったら直ちにマスター・ス
イッチを OFF にする。

5. 選択ダイヤルを「総散布量」位置に回す。

6. 表示が 0 になるまでリセット（基本設定）
ボタンを押し続ける。

7. マスター･スイッチを ON 位置にして放水を
行い、タンクが空になったらマスター･ス
イッチで放水動作を停止させる。

8. モニタに表示されている液量と実際にタン
クに入れた水量を比較する。

• 水量がまったく同じであれば精度調整
は不要である。

• 水量に差がある場合には、以下の調整
を行う。

9. モニタの表示を総散布量のままにしてお
き、ディスプレイに CAL HOLD と表示され

て赤いランプが点灯するまで 基本設定ボ
タンを押し続ける。

モニタの表示は、フローメータの基準値の
表示と総流量の表示が交互に表示されるよ
うになる。

10.総散布量が表示されている時に、増減ボタ
ンを使って、数値をタンクに実際に入れ
た水量に修正する。

11.モニタの表示が交互表示に戻ったら、設定
基準値が変わっていることを確認する；今
後はこの新しい数値が正しい校正値となる
のでメモしておく。今後はこの新しい数値
が正しい校正値となる。

12.赤いランプが消えるまで基本設定ボタンを
押し続ける。車両を運転して基本設定モー
ドを終了させることもできます。

速速速度度度セセセンンンサササーーーののの基基基本本本設設設定定定

速度センサーは出荷時にほぼ正確に設定され
ています。以下の手順で最終の微調整を行い
ます：

1. 4 輪全部のタイヤ空気圧を点検する；「走
行系統の保守」の章の「タイヤ空気圧を
点検する」を参照。

2. 真水タンクに水を一杯に入れる。

3. メイン･タンクに水を半分入れる。

4. 実際に散布を行う場所になるべく近い地表
条件でなるべく平坦な場所を選ぶ。

注注注 舗装路など地表条件の異なる場所でこの
テストを行うと精度調整が正しくできな
い場合があります。

5. 選んだ場所に、直線距離で 150 m 程度の
テストコースを設定し、スタートラインと
ゴールラインを決める。

6. スタートラインに車両を停止させる。

7. ポンプ･スイッチとマスター・ブーム･ス
イッチを OFF にセットする。スプレープ
ロ･モニタに HOLD という表示が出る。

8. 選択ダイヤルを「距離」位置に回す。

9. 表示が 0 になるまでリセット（基本設定）
ボタンを押し続ける。

10.マスター･ブーム･スイッチを ON として散
布（距離のモニタ）を開始する。上記の要
領で、スタート位置からゴール位置までテ
ストコース（150 m）を走行する。

11.ゴールラインで停止し、マスター･ブーム･
スイッチを OFF として散布（距離のモニ
タ）を停止する。

12.モニタに表示された距離を読む。
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• 表示が 150 m であれば精度調整は不要
である。

• 表示が 150 m でない場合には、以下の
調整を行う。

13.駐車ブレーキを掛ける。

14.モニタの表示を「距離」のままにしてお
き、ディスプレイに CAL HOLD と表示され
て赤いランプが点灯するまで 基本設定ボ
タンを押し続ける。

モニタの表示は、距離の表示（同時に HOLD
の文字が表示される）と速度基準値の表示
（同時に CAL HOLD の文字が表示される）
が交互に表示されるようになる。

15.「距離」が表示されている時に増減ボタ
ンを使って実際の走行距離（150 m）に訂
正する。

16.モニタの表示が交互表示に戻ったら、設定
基準値が変わっていることを確認する；今
後はこの新しい数値が正しい校正値となる
のでメモしておく。今後はこの新しい数値
が正しい校正値となる。

17.赤いランプが消えるまで基本設定ボタンを
押し続ける。車両を運転して基本設定モー
ドを終了させることもできます。

OFLOFLOFL ととと表表表示示示ささされれれたたたららら

モニタに表示できる数値限度を超えると OFL
という表示が現れます。この場合にはリセッ
ト･ボタンを押し続けてその表示をリセットし
てください。

ブブブーーームムム･･･バババイイイパパパススス･･･バババルルルブブブののの基基基本本本
設設設定定定
スプレーヤを始めて使用する前やノズルを交
換した後には、ブーム・バイパス・バルブの
調整を行う必要があります；これはどのブー
ムを OFF にしても散布量が変わらないように
するための調整です。

注注注 ノズルを変更した時には必ずこのブーム･バ
イパス･バルブの調整を行う必要があります。

この作業は平坦な広い場所で行ってください。

1. メイン･タンクに水を一杯に入れる。

2. ブームを搭載している場合にはブームを
下げる。

3. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動さ
せる。

4. スプレープロのダイヤルを「散布率」に
合わせる。

5. レンジ・セレクタをニュートラルにセッ
トする。

6. アクセルを踏み込み、ニュートラル･エン
ジン･ロックを ON にする。

7. ポンプのスイッチを ON にしてポンプを作
動させる。

8. ブーム･スイッチ 3 つ全部とマスター･ス
イッチを ON にする。

9. 散布率調整スイッチを操作して、水圧計の
読みが現在使用しているノズルの標準水圧
になるように調整する（3.5 kg/cm2 で使用
するノズルが多い）。

10.水圧計の読みを確認記録する。

11.ブーム･スイッチを使って、ブームのひと
つをOFFにする。

12.OFF にしたブームのバルブの下についている
バイパス・バルブ(図 42)を使って、上記手
順9で設定した水圧と同じ水圧に調整する。

図図図 424242

1. ブーム･バイパス･バルブ

13.調整ができたら、このブームをON･OFF させ
て水圧が変化しないことを確認する。

14.他のブームについても、上記手順11～13
を行う。

15.車両を実際に運転し、各ブームの ON/OFF
操作を行ってみる。水圧がほぼ一定に保持
されていることを確認する。

ポポポンンンプププ
車両の後部近くにあります (図 43)。
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図図図 434343

1. ポンプ 3. 圧力ダンプナ

2. グリス・ニップル

ダダダンンンプププナナナののの空空空気気気圧圧圧ををを調調調整整整すすするるる

ポンプについているダンプナの空気圧は1bar
（kg/cm2）にセットされています。ダンプナ
の推奨圧力は、散布に使用する圧力の 1/3
です。散布に使用する圧力が 3.1 bar（3.2
kg/cm2）以上の場合には、その数値に合わせ
て調整してください。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用するごとまたは毎日 • 取水部ストレーナ（水和剤を使用しているときには間隔を短くする。）

50運転時間ごと • ポンプのグリスアップを行う。

100運転時間ごと
• 各グリス注入部のグリスアップを行う。
• ブーム蝶番のグリスアップを行う。

200運転時間ごと • ホースとその接続部すべてについて破損の有無と接続状態の点検を行う。

400運転時間ごと

• アクチュエータ･ロッドのベアリングのグリスアップを行う。
• バルブ･アセンブリのOリングを点検し、必要に応じて交換する。
• ポンプのダイヤフラムを点検し、必要に応じて交換する。 （Toro正規代理店に依頼する）。
• ダンプナを点検し、必要に応じて交換する （Toro正規代理店に依頼する）。
• ポンプのチェック･バルブを点検し、必要に応じて交換する。 （Toro正規代理店に依
頼する）。

• ブーム･アクチュエータの油圧オイルに空気が混入していないか点検する。
• ナイロン製ピボット･ブッシュの点検を行う。
• バルブ･アセンブリのOリングを点検し、必要に応じて交換する。

重重重要要要 WorkmanWorkmanWorkman®®®おおおよよよびびびエエエンンンジジジンンンのののオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第 週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

ブレーキと駐車ブレーキの作動状態。

ギア･シフト/ニュートラルの操作。

燃料残量。

タンクに水を入れる前にエンジン・オイルの
量を点検する。

タンクに水を入れる前にトランスアクスル・オ
イルの量を点検する。

タンクに水を入れる前にエア･クリーナの
フィルタを点検する。

タンクに水を入れる前にエンジンの冷却フィ
ンを点検する。

エンジンからの異常音。

運転操作時の異常音。

タイヤ空気圧。

オイル漏れなど。

計器類の動作。

アクセルの作動状態。

取水部ストレーナ。
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第第第 週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

トーインの点検。

各グリス注入部のグリスアップを行う。1

塗装傷のタッチアップ。

1 車体を水洗いしたあとは整整整備備備間間間隔隔隔ににに関関関係係係なななくくく直ちにグリスアップする。

要要要注注注意意意個個個所所所ののの記記記録録録
点検担当者名：

内内内容容容 日日日付付付 記記記事事事

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずキキキーーーををを抜抜抜きききとととりりり、、、念念念のののたたためめめににに点点点火火火プププラララグググのののコココーーードドドををを外外外しししててておおおくくくこここ
ととと。。。点点点火火火コココーーードドドががが絶絶絶対対対ににに点点点火火火プププラララグググととと触触触れれれるるるここことととのののななないいいよよよううう、、、確確確実実実ににに隔隔隔離離離すすするるるこここととと。。。
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整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

整整整備備備のののたたためめめのののアアアクククセセセススス

タタタンンンククク・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを上上上昇昇昇さささせせせるるる

スススプププレレレーーーヤヤヤのののタタタンンンククク･･･アアアセセセンンンブブブリリリははは重重重量量量がががあああ
るるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。取取取りりり付付付けけけ時時時ややや取取取りりり外外外ししし
時時時ににに適適適切切切ななな保保保持持持ををを行行行わわわななないいいととと落落落下下下すすするるるなななどどど
しししててて人人人身身身事事事故故故とととなななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

取取取りりり付付付けけけややや取取取りりりはははずずずしししなななどどど台台台ににに固固固定定定ささされれれててて
いいいななないいい時時時ははは、、、ホホホイイイススストトトなななどどどででで上上上かかかららら吊吊吊っっっててて
保保保持持持すすするるるこここととと。。。

タンク内部が空空空ののの状状状態態態であれば、タンク･アセ
ンブリを上昇させて（傾けて）エンジンなどの
車両主要部すべてを整備することができます。
その場合、重量をより均等に配分するため、
ブーム･エクステンションを前に折りたたんで
ください。この作業は以下の手順で行います：

1. タンクを空空空にににしししたたた状状状態態態で、平らな場所に駐
車する。

2. ブーム昇降スイッチを使ってブーム･エクス
テンションを約45°の角度に上げる。エン
ジンを停止し、駐車ブレーキを掛け、キー
を抜き取る。

3. タンク台の前部から、安全ボルトを取り外
す（図 44）。

図図図 444444

図は左側を示す

1. 前取り付けブラケット 4. ワッシャ (1/2 インチ)

2. 固定ブラケット 5. ロックナット (1/2 インチ)

3. ボルト (1/2 x 1-1/2 インチ)

4. ブーム･エクステンションを前方向に折り畳
み、後ろに開いてしまわないよう、タンク
に沿って固定する。

5. 昇降シリンダが完全に伸びきるまでタンク・
アセンブリを上昇させる。

6. ROPS パネルの後ろについている保管用ブラ
ケットから荷台サポート（安全サポート）
を取り外す（図 45）。

図図図 454545

1. 安全サポート

7. サポートをシリンダ･ロッドにはめ込み、
サポートの端部でシリンダ･バレルの端
とシリンダ・ロッドの端を確実に支える
（図 46）。

図図図 464646

1. 安全サポート 3. 荷台

2. シリンダ･バレル

タタタンンンククク・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを下下下降降降さささせせせるるる

1. タンクを上げての作業が終了したら、安全
サポートを取り外して元の位置（ROPS パネ
ル後ろ保管用ブラケット）に収納する。
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安安安全全全サササポポポーーートトトをををシシシリリリンンンダダダににに取取取りりり付付付けけけたたたままま
まままでででタタタンンンククク・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを下下下げげげよよようううとととししし
ななないいいこここととと。。。

2. シリンダを縮めて慎重にタンクを降下させ
る。

3. タンク･アセンブリを固定する前方のボルト
を取り付ける。

4. ブーム･エクステンションを後方に開く。

5. ブーム昇降スイッチを使ってブーム･エクス
テンションを移動走行位置に上げる。

潤潤潤滑滑滑

液液液剤剤剤散散散布布布シシシススステテテムムムのののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

100運転時間ごと

100運転時間ごと、または1年に1回のうち早く
到達した方の時期に、全部のベアリングとブッ
シュのグリスアップを行います。

グリスの種類：No.2汎用リチウム系グリス。

1. 異物を入れてしまわないよう、グリスニッ
プルをきれいに拭く｡

2. グリス・ガンでグリスを注入する。

3. はみ出したグリスはふき取る。

図図図 474747

ポンプ（入れすぎないこと；グリスははみ出してこない）

1. グリス･ポイント
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ブブブーーームムム蝶蝶蝶番番番のののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

重重重要要要 ブブブーーームムムののの蝶蝶蝶番番番ををを水水水洗洗洗いいいしししたたた場場場合合合にににははは、、、蝶蝶蝶
番番番アアアセセセンンンブブブリリリかかかららら水水水ととと異異異物物物ををを完完完全全全ににに除除除去去去ししし、、、新新新
しししいいいグググリリリスススををを塗塗塗っっってててくくくだだださささいいい。。。

グリスの種類：No.2リチウム系グリス

1. 異物を入れてしまわないよう、グリス･
フィッティングをきれいに拭く｡

2. グリス・ガンでグリスを注入する図 48。

図図図 484848

右ブーム

1. グリス・ニップル

3. はみ出したグリスはふき取る。

4. 各ブーム･ピボットについて上記の作業を
行う。

アアアクククチチチュュュエエエーーータタタ･･･ロロロッッッドドドのののベベベアアアリリリンンン
グググのののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと/1年ごと （いずれ

か早く到達した方）

グググリリリスススののの種種種類類類：：： No.2汎用リチウム系グリス

1. ブームを散布位置にセットする。

2. ピボット･ピンからコッター・ピンを抜き取
る(図 49)。

G002016

1 4

2

3

5

図図図 494949

1. アクチュエータ 4. コッター

2. アクチュエータ･ロッド 5. ピン

3. ブーム･ピボット･ピンのハ
ウジング

3. ブームを持ち上げて、ピンを外す(図 49)。
ブームをゆっくりとハードストップまで降
下させる。

4. ピンが破損していないか点検し、必要に応
じて交換する。

5. アクチュエータ･ロッドのベアリング端部
を動かしながらベアリング内部にグリスを
注入する(図 50)。はみ出したグリスはふ
き取る。

図図図 505050

右ブーム

1. ベアリングにグリスを塗る

6. ブームを持ち上げて、ピボットをアクチュ
エータ･ロッドに整列させる。ブームを支え
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ながら、ブームのピボットとアクチュエー
タ･ロッドにピンを通す(図 49)。

7. ピンを入れた状態で、ブームから手を離
し、先ほど外したコッターを使ってピンを
固定する。

8. 各アクチュエータ･ロッド･ベアリングにつ
いて上記の作業を行う。

散散散布布布系系系統統統ののの保保保守守守

ホホホーーースススののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 200運転時間ごと

400運転時間ごと/1年ごと （い
ずれか早く到達した方）

散布系統の各ホースを点検し、割れ、漏れその
他の破損が発生していないか調べてください。
同時に、接続部やフィッティングも点検してく
ださい。破損しているホースやフィッティング
は交換してください。

ポポポンンンプププののの保保保守守守

ポポポンンンプププののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと/1年ごと （いずれ
か早く到達した方）—ポンプの
ダイヤフラムを点検し、必要に
応じて交換する。 （Toro正規
代理店に依頼する）。

400運転時間ごと/1年ごと （い
ずれか早く到達した方）—ダン
プナを点検し、必要に応じて交
換する （Toro正規代理店に依
頼する）。

400運転時間ごと/1年ごと （い
ずれか早く到達した方）—ポンプ
のチェック･バルブを点検し、
必要に応じて交換する。 （Toro
正規代理店に依頼する）。

注注注 以下の構成機器は消耗機材であり通常の使用
によって劣化磨耗しますので、製造上の瑕疵が
明らかな場合を除き、このマシンの製品保証の
対象にはなりません。

Toro 代理店に依頼して、以下の項目について
ポンプの内部点検を行ってください：

• ポンプのダイヤフラム

• ダンプナ･ブラッダ

• ポンプのチェック･バルブ･アセンブリ

必要に応じて部品の交換を行ってください。

ダダダンンンプププナナナののの空空空気気気圧圧圧ををを調調調整整整すすするるる

ポンプについているダンプナの空気圧は1bar
（kg/cm2）にセットされています。ダンプナの
推奨圧力は、散布に使用する圧力の 1/3 です。
散布に使用する圧力が 3.1 bar（3.2 kg/cm2）
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以上の場合には、その数値に合わせて調整し
てください。

ブブブーーームムム･･･アアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと

400運転時間ごとに、ブーム･アクチュエータの
油圧オイルに空気が混入していないか点検し
てください。

1. 平らな場所に駐車し、ブームを散布位置に
セットする。

2. 駐車ブレーキを掛け、ポンプとエンジンを
停止し、キーを抜き取る。

3. ブームが持ち上がる程度に軽く力を掛けな
がらアクチュエータ･ロッドを観察する。ア
クチュエータ･ロッドが動くようであれば、
以下を参照する。

4. 反対側のブームも同じ点検を行う。

アクチュエータのロッドに軸動（シリンダに
ロッドが入るまたは出る）が見られ、その動き
が 2.16～2.54 mm を超えている場合には、油
圧オイルの中にエアが混入しているのでエアを
抜いてください。

アクチュエータからのエア抜きについては、
サービスマニュアルを参照するか、Toro 代理
店に依頼してください。

ブブブーーームムム･･･アアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの緊緊緊急急急時時時
手手手動動動操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

手手手動動動リリリリリリーーーフフフ･･･バババルルルブブブををを操操操作作作すすするるるここことととににによよよ
りりり、、、ブブブーーームムムががが急急急ににに動動動いいいててて自自自身身身ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間
にににケケケガガガをををさささせせせるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

••• 手手手動動動リリリリリリーーーフフフ･･･バババルルルブブブはははゆゆゆっっっくくくりりりととと注注注意意意
深深深くくく操操操作作作すすするるるこここととと。。。

••• 周周周囲囲囲ににに人人人ややや障障障害害害物物物がががななないいいこここととと、、、まままたたたブブブーーー
ムムムののの作作作動動動半半半径径径内内内ににに人人人がががいいいななないいいここことととををを確確確認認認
すすするるるこここととと。。。

電電電源源源ががが入入入っっったたたままままままででで手手手動動動リリリリリリーーーフフフ･･･バババルルルブブブををを
操操操作作作すすするるるととと、、、アアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの作作作動動動でででブブブーーー
ムムムががが急急急ににに動動動いいいててて自自自身身身ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間にににケケケガガガををを
さささせせせるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

アアアクククチチチュュュエエエーーータタタににに通通通電電電ささされれれててていいいるるる状状状態態態ののの
時時時ははは、、、手手手動動動リリリリリリーーーフフフ･･･バババルルルブブブををを操操操作作作しししななないいい
こここととと。。。

ブームを動かさなければいけないのに DC12V が
供給できないといった場合には、手動リリーフ･
バルブを使ってアクチュエータ内部の油圧を解
放し、ブームを手で動かすことができます。

重重重要要要 手手手動動動バババルルルブブブははは、、、４４４回回回転転転以以以上上上ゆゆゆるるるめめめななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。444回回回転転転以以以上上上ゆゆゆるるるめめめるるるとととバババルルルブブブががが完完完
全全全にににはははずずずれれれててて内内内部部部ののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが漏漏漏れれれてててしししままま
うううおおおそそそれれれがががああありりりままますすす。。。

1. 各アクチュエータについている手動リリー
フ･バルブを探し出す。アクチュエータのボ
ディの片側だけについている小さいほうのバ
ルブが手動リリーフ･バルブである(図 51)。

図図図 515151

1. アクチュエータ、右ブーム 2. 手動リリーフ･バルブ

注注注 機体の左右で反対向きになる関係上、左
ブーム･アクチュエータの手動リリーフ･バル
ブはアクチュエータの前面にあり、右ブー
ム･アクチュエータの手動リリーフ･バルブ
はアクチュエータの後面についています。

2. 六角レンチを使って手動リリーフ･バルブを
2～3回転以以以内内内でででゆるめる。バルブが開くに
つれてシリンダが動き出す、あるいは手で
動かせるようになる。

3. アクチュエータが元どおりの位置に戻った
ら、手動リリーフ･バルブを閉める。バル
ブを1.5～2.9 Nm（0.15～0.29 kgm）にト
ルク締めする。
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ナナナイイイロロロンンン製製製ピピピボボボッッットトト･･･ブブブッッッシシシュュュののの点点点
検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと/1年ごと （いずれ

か早く到達した方）

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛
け、ポンプとエンジンを停止し、キーを抜
き取る。

2. ブームを散布位置にセットし、スタンドに載
せるか紐でつるすかして、ブームを支える。

3. ブームを支えておきながら、ピボット･ピン
をブーム・アセンブリに固定しているボル
トとナットを取り外す(図 52)。ピボット･ピ
ンを取り外す。

G002017
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図図図 525252

1. ピボット・ピン 4. ナイロン製ブッシュ

2. ボルト 5. ピボット・ブラケット
3. ナット

4. センター･フレームからブーム&ピボット･ブ
ラケット･アセンブリを取り外すとナイロン
製ブッシュが見える。

5. ナイロン･ブッシュを取り外し、ピボット･
ブラケットの前面および後面側から見て点
検する(図 52)。磨耗したり破損したりして
いる場合は交換する。

6. ナイロン製ブッシュに少量のオイルを塗り、
ピボット･ブラケットに取り付ける。

7. センター･フレームにブーム&ピボット･ブラ
ケット･アセンブリを取り付け、開口部を
整列させる(図 52)。

8. ピボット･ピンを取り付け、先ほど取り外し
たボルトとナットで固定する。

各ブームについて上記の作業を行う。

洗洗洗浄浄浄

フフフロロローーーメメメーーータタタののの洗洗洗浄浄浄
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと/1年ごと （いずれ

か早く到達した方）

内部の清掃や詰まり解消のために、時々分解清
掃を行ってください。

1. フローメータのボディーについているリテー
ナ・キャップを取る(図 53)。

G002513
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図図図 535353

1. リテーナ・キャップ 3. フローメータのボディー

2. パドル・ホイール・アセンブ
リ

2. ボディーから、パドルホイール･アセンブリ
を丁寧に取り出す。

3. 分解ができたら、ぬるま湯および必要に応じ
て洗剤や柔らかいブラシを使用して、メー
タとパドル･ホイールを丁寧に洗浄する。特
に金属粉を入念に除去する。

重重重要要要 洗洗洗浄浄浄ににに溶溶溶剤剤剤ををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

4. パドル･ホイール･アセンブリにボディーを
組み付ける。

重重重要要要 組組組みみみ付付付けけけ方方方向向向ががが違違違うううとととパパパドドドルルルホホホイイイーーー
ルルル・・・アアアセセセンンンブブブリリリはははボボボデデディィィーーーににに入入入りりりままませせせんんん；；；
ボボボデデディィィーーー側側側面面面ののの戻戻戻りりり止止止めめめスススロロロッッットトトににに組組組みみみ入入入
れれれてててくくくだだださささいいい。。。パパパドドドルルルをををボボボデデディィィーーーににに無無無理理理ににに
押押押ししし込込込まままななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

5. リテーナ・キャップを取り付ける。

取取取水水水部部部ススストトトレレレーーーナナナののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛
け、ポンプとエンジンを停止し、キーを抜
き取る。

46

 



2. タンク上部の太いホースについている
赤いフィッティングからリテーナを外す
(図 54)。

図図図 545454

1. 取水部ホース 2. リテーナ

3. タンクからホースを外す (図 54)。

4. 取り付け穴からストレーナを取り出す
(図 55)。

図図図 555555

1. 取水部ストレーナ

5. 流水でストレーナを洗浄する。

6. 取り付け穴にぴったり合わせてストレーナ
を取りつける。

7. ホースを元通りに取り付け、リテーナで固
定する。

保保保管管管
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛

け、PTO を解除し、エンジンを停止し、キー
を抜き取る。

2. エンジンのシリンダ･ヘッドや冷却フィン、
ブロア･ハウジングをふくめた車両全体を洗
浄する。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががでででききき
ままますすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。高高高圧圧圧ののの水水水ででで洗洗洗浄浄浄すすするるるととと電電電気気気系系系統統統ややや
グググリリリススス部部部へへへ水水水ががが浸浸浸入入入すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。
まままたたた、、、コココンンントトトロロローーールルル・・・パパパネネネルルルやややヘヘヘッッッドドドララライイイ
ドドド、、、エエエンンンジジジンンン、、、バババッッッテテテリリリーーー部部部ににに大大大量量量ののの水水水ををを
かかかけけけななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

3. 散布システムを洗浄する；「洗浄」を参照。

4. アルコール系でない不凍液をタンクに入れ
て数分間循環させ；その後、できるだけ完
全に不凍液を排出する。

5. ブーム昇降スイッチを使ってブームを上げ
る。各ブームが完全に上昇して移動走行用
クレードルに収まり、シリンダが完全に縮
んでブームがX字型にたたまれるまで待つ。
アクチュエータのロッドの破損を防止する
ため、ブーム･シリンダが完全に縮んだの
を確認する。

6. ブレーキの点検を行う；ワークマンのオペ
レーターズマニュアルを参照。

7. エア･クリーナの整備を行う；ワークマンの
オペレーターズマニュアルを参照。

8. グリスアップを行う；「潤滑」の章を参照。

9. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付
けや交換、修理を行う。破損個所はすべて
修理する。

10.ホースを点検し、破損や亀裂の入っている
ものは全て交換する。

11.ホースのフィッティングを確実に締め付け
る。

12.機体の塗装がはげていればタッチアップ修
理をする。

ペイントは代理店で入手することができる。

13.汚れていない乾燥した場所で保管する。

14.機体にはカバーを掛けておく。

スススプププレレレーーーヤヤヤののの取取取りりり外外外ししし
ワークマンからスプレーヤを取り外す場合に
は、以下の手順で行います；組み立ての章も参
照してください。
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スススプププレレレーーーヤヤヤのののタタタンンンククク･･･アアアセセセンンンブブブリリリははは重重重量量量がががあああ
るるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。取取取りりり付付付けけけ時時時ややや取取取りりり外外外ししし
時時時ににに適適適切切切ななな保保保持持持ををを行行行わわわななないいいととと落落落下下下すすするるるなななどどど
しししててて人人人身身身事事事故故故とととなななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

取取取りりり付付付けけけややや取取取りりりはははずずずしししなななどどど台台台ににに固固固定定定ささされれれててて
いいいななないいい時時時ははは、、、ホホホイイイススストトトなななどどどででで上上上かかかららら吊吊吊っっっててて
保保保持持持すすするるるこここととと。。。

1. タンク台についているアイ（吊り上げ穴）
を利用して、タンク･アセンブリをリフトま
たはホイストで吊る。これは、車体とアセ
ンブリとを連結しているボルト類をゆるめ
た時に落下事故などを起こさないようにす
るための安全措置である。

2. ブームを約45°の角度まで下降させ、車両
前方に折りたたむ。

3. ワイヤ･ハーネスと PTO シャフトの接続を
外す。

4. コントロール･ボックスを外し、外したボル
ト類で、タンク台後部に取り付ける。

5. タンク台を車両に固定しているすべての固
定具を取り外す。外した部品をなくさない
こと。

6. タンクを 10 cm 程度上昇させ、タンク台と
左右の昇降シリンダを連結しているリンチ・
ピンとクレビス・ピンを取り外す。

7. シリンダを縮めて車体フレームのホルダー
にしまう。タンク･アセンブリを車両から吊
り上げて外す。

8. タンク･アセンブリが車体から外れたら、付
属のジャッキ･スタンド4本を取り付けてク
レビス･ピンで固定する。

9. 車両を作業場から移動させる。

48

 



故故故障障障探探探究究究

散散散布布布シシシススステテテムムムののの故故故障障障探探探究究究

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ブーム･バルブの配線不良。 1. バルブを手動でOFFに戻す。配線を外し
て接点部の点検清掃をする。

2. ヒューズが飛んでいる。 2. ヒューズを点検し、必要に応じて交換す
る。

3. ホースが折れている。 3. ホースを修正または交換する。

4. ブーム・バイパス・バルブの調整不良。 4. 正しく調整する。

5. ブーム・バルブの破損。 5. 代理店に連絡する。

ブームから散布しない。

6. 電気系統の故障。 6. 代理店に連絡する。

散布がとまらない。 1. バルブの破損。 1. 散布中止、ポンプを止め、エンジンを切
る。ブーム・バルブ下部のリテーナを取
り、内部のモータとステムを取り出す。部
品を点検し不良品を交換する。

ブーム・バルブから液洩れする。 1. Oリングの劣化。 1. 散布中止、ポンプを止め、エンジンを切
る。バルブを取り出してＯリングを交換。

1. ブーム･バイパス･バルブの調整不良。 1. 正しく調整する。

2. バルブ内部に異物。 2. バルブ前後の接続を外して異物を取り
除く。

ブームを ON にすると水圧が下がる。

3. ノズル･フィルタが詰まっている。 3. 全部のノズルを外して点検する。

1. アクチュエータ作動回路に取り付けられ
ているサーマル･ブレーカ（ヒューズ･ブ
ロックにある）が高温で作動した。

1. 温度が下がるまで待つ。ブレーカが何度
も作動する場合には代理店に連絡する。

ブーム･アクチュエータが正しく作動しない。

2. アクチュエータ作動回路に取り付けられ
ているサーマル･ブレーカ（ヒューズ･ブ
ロックにある）が作動した、また故障し
ている。

2. 代理店に連絡する。

スススプププレレレーーープププロロロ･･･モモモニニニタタタののの故故故障障障探探探究究究

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. 電源ケーブルの断線またはゆるみ。 1. ケーブルを正しく接続する。コンソールが全く作動しない。

2. モニタまたはケーブルの破損。 2. 代理店に連絡する。

1. モニタ・ケーブルのゆるみ。 1. ケーブルを正しく接続する。

2. 速度センサーの精度調整不良。 2. 速度センサーの基本設定を行う。

速度表示がいつも０、あるいは不安定。

3. 速度センサーの破損。 3. 代理店に連絡する。

1. ブームの長さが正しく入力されていない。 1. ブームの正しい長さを入力する。

2. 速度センサーの精度調整不良。 2. 速度センサーの基本設定を行う。

面積表示が不正確。

3. 速度センサーの破損。 3. 代理店に連絡する。

1. 速度センサーの精度調整不良。 1. 速度センサーの基本設定を行う。距離表示が不正確。

2. 速度センサーの破損。 2. 代理店に連絡する。

1. モニタ・ケーブルのゆるみ。 1. ケーブルを正しく接続する。

2. フローメータの汚れや詰まり。 2. フローメータを洗浄する。

3. フローメータの基本設定が正しくない。 3. フローメータを洗浄する。

散布率（単位面積あたり散布量）または総
散布量が表示されない。

4. フローメータの故障。 4. 代理店に連絡する。

49

 



問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. フローメータの汚れや詰まり。 1. フローメータを洗浄する。

2. フローメータの基本設定が正しくない。 2. フローメータを洗浄する。

総散布量の表示が不正確。

3. フローメータの故障。 3. 代理店に連絡する。

散布率モードにすると6553.5と表示される。 1. 速度センサーからの信号がモニタに届
いていない。

1. 代理店に連絡する。

表示が不安定。 1. すぐそばに携帯無線などがある。 1. 携帯無線をすこし遠ざける。

表示される値が常識外。 1. 単位系の設定が違っている。 1. 単位系の選択をやり直す。

ＯＦＬ という表示が出る。 1. 値が表示可能範囲を超えている。 1. リセットボタンを押し続けて表示をリセッ
トする。
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図図図面面面

G011797

電電電気気気系系系統統統；；；散散散布布布シシシススステテテムムム (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)

51

 



一般業務用機器の品質保証
２年間品質保証

保証条件および保証製品
Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社
の合意に基づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上
または製造上の欠陥に対して、2年間または1500運転時間*のうち
いずれか早く到達した時点までの品質保証を共同で実施いたしま
す。この保証はエアレータを除くすべての製品に適用されます（
エアレータに関する保証については該当製品の保証書をご覧下さ
い）。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製
品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部
品代、運賃が含まれます。この保証は、「製品」 の当初の購入者
に納品された日から有効となります。
*アワー・メータを装備している機器に対して適用します。

保証請求の手続き
保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社
代理店（ディストリビュータ又はディーラー） に対して、お客
様から連絡をして頂くことが必要です。連絡先がわからなかった
り、保証内容や条件について疑問がある場合には、本社に直接お
問い合わせください：

 Toro Commercial Products Service Department
 Toro Warranty Company
 8111 Lyndale Avenue South
 Bloomington, MN 55420-1196
 952-888-8801
 E-mail: commercial.warranty@toro.com

オーナーの責任
「製品」のオーナーは オペレーターズマニュアル に記載された整
備や調整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合
には、保証が受けられないことがあります。

保証の対象とならない場合
保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象とな
るわけではありません。以下に挙げるものは、この保証の対象と
はなりません：
Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類
を搭載して使用したことが原因で発生した故障や不具合。こ
れらの製品については、別途製品保証が適用される場合があ
ります。
推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故
障や不具合。オペレーターズマニュアル に記載されている
弊社の推奨保守手順に従った適切な整備が行われていない場
合。
運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で
使用したことが原因で生じた故障や不具合。
通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠
陥があった場合には保証の対象となります。通常の使用に伴
って磨耗消耗する部品類とは、ブレーキ･バッドおよびライニ
ング、クラッチ･ライニング、ブレード、リール、ベッドナイ
フ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、タイヤ、フィ
ルタ、ベルトなどを言います。
外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格
納条件、汚染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加
剤、肥料、水、薬剤の使用などが含まれます。
通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

•

•

•

•

•

•

通常の使用に伴う「磨耗、損耗」とは、運転席のシート、機
体の塗装、ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含み
ます。

部品
定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が
到来するまで保証されます。この保証によって交換された部品は
製品の当初保証期間中、保証の対象となり、取り外された製品は
弊社の所有となります。部品やアセンブリを交換するか修理する
かの判断は弊社が行います。場合により、弊社は再製造部品によ
る修理を行います。

ディープ･サイクル･バッテリーの保証について：
ディープ･サイクル･バッテリーは、その寿命中に放出することの
できるエネルギーの総量（kWh）が決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により
大きく変わります。バッテリーを使用するにつれて、完全充電し
てから次に完全充電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短
くなってゆきます。このような通常の損耗を原因とするバッテリ
ーの交換は、オーナーの責任範囲です。本製品の保証期間中に、
上記のような通常損耗によってオーナーの負担によるバッテリー
交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。

保守整備に掛かる費用はオーナーが負担するものとします
エンジンのチューンナップ、潤滑、清掃や磨き作業、フィルタや
冷却液の交換、推奨定期整備の実施などは、Toro 製品を適切に使
用していただく上でオーナーが自身の支出により行わなければな
らない作業です。

その他
上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなり
ます。
両社は、本製品の使用に伴って発生しうる間接的偶発的結果的損
害、例えば代替機材に要した費用、故障中の修理関連費用や装置
不使用に伴う損失などについて何らの責も負うものではありませ
ん。両社の保証責任は上記の交換または修理に限らせていただき
ます。その他については、排気ガス関係の保証を除き、何らの明
示的な保証もお約束するものではありません。商品性や用途適性
についての黙示的内容についての保証も、本保証の有効期間中の
みに限って適用されます。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州が
あります。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認め
ていない州があります。従って、上記の内容が当てはまらない場
合があります。この保証により、お客様は一定の法的権利を付与
されますが、国または地域によっては、お客様に上記以外の法的
権利が存在する場合もあります。

エンジン関係の保証について
米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法
（CARB）で定められたエンジンの排ガス規制および排ガス規制保
証があり、これらは本保証とは別個に適用されます。くわしくは
エンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。上に規定した
期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわし
くは、オペレーターズマニュアル またはエンジンメーカーからの
書類に記載されている、エンジンの排ガス浄化システムの保証に
ついての説明をご覧下さい。

•

米国とカナダ以外のお客様へ
米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店（ディストリビュータまたはディー
ラ）へおたずねください。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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